
外　壁

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

S　－　01構造設計標準仕様書

６．鉄骨工事

21

接合部の検査(2) (5)鉄　筋構造設計標準仕様
溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）鉄筋は JIS G3112 の規格品を標準とする。印を記入する適用は

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長 検査率又は検査数
（ボーリング柱状図は別図） 検査箇所 検査方法 備考１．建築物の構造内容 ３．地　盤

さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）～（７）」による。 社内 第三者 工事監理者

％ ％ ％
（壁式鉄筋コンクリ－ト造は除く） 突合せ溶接部 超音波探傷試験 100 30(1) 地盤調査資料(1) 工事名称

有 　敷地内　   　近隣 スウェーデン式サウンディング試験 平板載荷試験 液状化判定 30外観（目視）検査 ％ ％ ％100D19 未満は、すべて重ね継手とする。継手（D19 以上）をガス圧接とする場合は、
建築場所

（　調査予定　  　　有　 　　無　） マクロ試験・その他無 日本鉄筋継手協会「鉄筋継手標準仕様書　ガス圧接継手工事」による。
新築 改築(2) 工事種別 増築 増改築

第三者検査機関名 施工者が自ら契約した検査機関とする。(2) 地盤調査計画

(3) 構造種別
第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査をボ－リング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

(W) 補強コンクリ－トブロック造木造 (CB) 鉄骨造 (S) 代行させるために自ら契約した検査会社をいう。土質試験 物理探査 平板載荷試験

注）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。鉄筋コンクリ－ト造 壁式鉄筋コンクリ－ト造 (WRC) (3) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

高力ボルトは「JIS B1186 の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造(SRC) (WPRC) Ｈ型（タガ型）柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、 Ｗ型（ﾌﾗｯｼｭﾊﾟｯﾄﾞ溶接型）
（ｱﾌﾟｾｯﾄﾊﾟｯﾄﾞ溶接型）

理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダ－掛プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造 (PRC) Ｓ型（スパイラル型）とする。

け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態ですべり
(4) 階　数

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は、信頼性の高い県知事登録をうけた公的機関等の
係数が 0.45 以上確保できるものを標準とし目視により検査を行う。

地下 階 地上 階 塔屋 階 ４．地業工事 第三者機関に依頼する事。
高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの(5) 主要用途

試験機関名 監理者の指定した機関（未定）ベタ基礎 布基礎 試験堀 有 無(1) 直接基礎
順序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度

(6) 屋上付属物
載荷試験 有 無 代行業者名 監理者の指定した業者（未定）

締めとする。
太陽光パネル　kN

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。
締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。(2)

煙　突 キュ－ビクル kN

杭種 材料 施工法 備考 防錆塗装(6)無(7) 増築計画 (3) 型　枠

RC PC PC 大臣認定B種 C種A種 打ち込み 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の(8) 付帯工事 材料 合板厚 12mm を標準とする。
PHC SC PHC TACP-0535B種 C種A種 埋込み（セメントミルク工法） 部分とする。錆止めペイントは、JIS K5621, 2回塗りを標準とする。

タワーパーキング機械式駐車場門塀 擁壁 型枠存置期間(JASS5による)
Hybridニーディング工法SS400 SKK490節杭 PRC 鋼材 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場

(9) 特別な荷重
2コンクリ－ト Fc=   30  N/mm 種類大臣認定第　　号場所打ち鋼管 塗装と同じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。全周回転オ－ルケ－シング せき板 支柱

部kN kNエレベ－タ リフト ホイスト コンクリ－ト杭
3kg/m単位セメント量       340 位　　年　　月　　日リバ－スサ－キュレ－ション

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下
セkN kN受水槽倉庫積載床用

所用スランプ 21 cm ア－スドリル ミニア－ス ７．設備関係メ の 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト
(10) 構造計算ルート Ｙ方向ルート　　 鉄筋 存 ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント主筋 SD390 ン手堀 日本建築センタ－認定ＢＨ 深礎 種

置BCJ評定-FD0277-07 ト 高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント 普通ポルト機械堀 類 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。SD295A帯筋
BCJ評定-FD0356-08 Ａ種 Ａ種 Ａ種 ランドセメント期 平

拡底杭（new ACE工法）２．使用構造材料 鋼管 SKK490 設備機械の架台および基礎については工事監理者の承認を得ること。シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント間 均
Ａ種 Ａ種 Ａ種 Ａ種※　ＪＡＳＳ５(２０１８年)による。 の 気

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を 10cm杭施工結果報告書杭仕様コンクリ－ト(1) シリカセメント※　単位水量：１８５㎏/ｍ3以下、空気量：４～６％、単位セメント量は２７０kg/ｍ3以上、水セメント比は５５％以下とする。 温
Ａ種

１ 本（ （ ）打ち込み 以上とする。試験杭 載荷 試し堀有 無 ）品質基準強度設計基準強度
コ の適用箇所 種類 cmスランプ22 15℃以上（N/mm  ）（N/mm  ） FqFc 2 3 4 6 8 17 28ン 材符号 杭の先端の深さ（ｍ） 本数長期設計支持力（KN）杭軸部径（ｍｍ）
ク 令捨コンクリ－ト 普通 18 15 5～15℃ 3 5 6 10 12 25 28リ（日）

－普通 15 5℃未満 5 8 10 16 15 28 28ト

杭リスト参照 設計基準強度のコンクリ－ト
5.0 N/mm2 設計基準強度の50％

の圧縮強度 85％ 100％

注） １．片持ばり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。

２．大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）

３．支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。注）

注） ４．盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。５．鉄筋コンクリ－ト工事
注） ５．支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから　スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

※　ＪＡＳＳ５(２０１８年)による(1) コンクリ－ト

注） ６．上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。
コンクリ－トは　　　認定工場の製品とし施工に関しては JASS5 による。JIS

注） ７．ボイドスラブの場合は特記による。
セメントは、JIS R5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

打ち込み、養生、監理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記によるフレッシュコクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

日本建築学会「 JASS6 」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」術研究センタ－の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、一日一回以上とし、一回の検査における測定試

(2)験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする． 工事監理者に承認を必要とするもの

製作工場 製作要領書 施工計画書工作図構造体コンクリ－トの圧縮強度試験用供試体の養生方法は、JASS5による。

建設省告示代 号による認定工場1103 （大臣認定　　　グレ－ド都登録　　ランク）M ８．その他採取は打ち込む工区ごと、打ち込み日ごととする。

3 3 材料規格証明書または試験成績書150m 150mまた、打込み量が をこえる場合は ごとまたは、その端数ごとに一回
諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付きスタッドを標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車から
各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

その必要本数を採取する。
必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

第三者非破壊試験は施工者が直接契約すること。
クリ－トの自由落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する

こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃

未満の場合は 150 分、25℃ 以上の場合は120分以内とする。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を超えるときは、

200箇所ごと）に一回行い、引張試験の場合、一回の試験は３本以上とし、超音波探傷試験の場合は、

３０箇所以上とする。

有外観検査 無、　　　　引張試験　又は　超音波探傷試験 有 無

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の

おそれがないものとすること。

屋上から突出する水槽、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の

構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

すること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを

設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な

地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

これらに類するものにあっては、建設省告示第1389 号により、風圧並びに地震その他の

震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

構造とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障の

ない構造として、平成12年建設省告示第 1388 号第５に規定する構造方法によること。

コンクリートの打ち込み・締め固めの方法・打ち継ぎ部の処理方法・養生方法はJASS5-7節,8節による。

避雷針基礎 TVアンテナ基礎

普通 18

使用箇所屋根、床、壁(6)

外壁

土間コンクリ－ト

躯体コンクリ－ト(基礎・地中梁)

一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作監理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

社内検査表

(3) 工事監理者に検査報告連絡し指示を受けるもの

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

(4) 接合部の溶接は下記によること

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

※ 一社)日本鋼構造協会「建築構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

施工計画書承認

外　壁

　 人乗    （ロ－プ式　油圧式）

Ｘ方向ルート　　

独立基礎(深層混合処理工法)

３ ３

24 24

　１

厚 t= 

(5) ボルト(JIS規格品又は大臣認定品)

､F10T ､S10T ､F8T高力ボルト 普通 特殊 ﾒｯｷ ( M12 M16 M20 M22 )

中ボルト 高力ボルトすべり係数試験 要 否 軸力導入の確認試験 要 否

アンカ－ボルト ナット（ダブル）

大臣認定柱脚（メーカー仕様による）

使用箇所 ( 柱 大梁 小梁 )φ＝ 16、19頭付きスタッド

M16(SS400) L=    400 mm 

普通

普通 1824 24躯体コンクリ－ト(1階床)

津屋崎中学校校舎増築１期工事

　３

中学校

押出成形セメント板 厚 t=  60

厚 t= 

厚 t= 

デッキプレ－ト

床型枠用鋼製デッキレ－ト 型式  JF-75 厚 t= 1.0 屋根・床版

支持層－

基礎杭　　杭伏図・杭リストは、S-13 参照

福岡県福津市津屋崎１丁目

有（ 津屋崎中学校校舎２期工事　）

21普通 15外構

※コンクリ－ト区分は軸組図による。　コンクリートの調合管理強度　Fm = Fq + mSn

φ6-100x100

(4) 鉄骨(JIS規格品又は大臣認定品)

種類 使用箇所 現場溶接 備考

SS400 有 無

(3) 鉄筋 種類

SD345

SD390

MK785

(2) コンクリ－トブロック

120 150 190100Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚

丸　　鋼 SR235

溶接金網

径

D10 ～ D16

MD13

φ6-150x150

使用箇所 継手工法

ﾌｰﾌﾟ､ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ、二次部材 等
重ね継手

ガス圧接継手

A級溶接継手(柱不可)

選定可

※Ａ級溶接継手を選定する場合、

下記団体によって認定を受けた施工

・(公社)日本鉄筋継手協会

会社とし、監理者の承認を得ること

・(一財)日本建築センター

D19 ～ D25 柱型・地中梁

D29 ～ 
異径鉄筋

SD295

BCR295 有 無TSC295

SSC400 有 無

有 無SN490B SN490CSM490A ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

有 無

柱

STK400 STKR400 二次部材

大臣認定品

SN490BSN400 有 無

二次部材

大梁

L=   80  mm

鋼　材

(RC)（※接続コア棟）

デッキコンクリート 24 24 18

躯体コンクリ－ト(基礎・地中梁)

躯体コンクリ－ト(1階床)

＜接続コア棟＞

普通

普通 1824 24

24 24 18



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 S　－　02
A1：NON
A3：NON

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

S　－　03鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

S　－　04鉄骨工作標準図(1)



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

鉄骨工作標準図(2) S　－　05



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

A1：NON
A3：NON

S　－　06ハイベースNEO工法設計施工標準(1)

2025/10 現 場 施 工（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用） 工場加工
(#)：センクシアの担当範囲ハイベースNEO工法設計施工標準

MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート) １．捨てコンクリート打設１． 溶　接　材　料大臣認定
MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　 柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。BCJ評定-ST0058（Gタイプ） JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）被覆アーク溶接同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。BCJ評定 BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）
２．墨出し

JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するガスシールドアーク溶接

３．アンカーボルト搬入（#）
※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　設　　　　計

４．アンカーボルト据付（#）（柱端部に開先を設ける）２．ベースプレートの鉄骨柱への取付けＧタイプ用アンカーボルト部品１． 材質
※2 上部形板

ナット ※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接a ボルト上端（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板
アンカーボルト

座金 ※開先形状は参考開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１ＢによるSエコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）
Ｂ

※1ベースプレート
※２ ※２ ※２ ※２ 2ベースプレート t ナットの形状Ｃ ベースプレート形状 開先形状アンカーボルト エコナット ナット 座　金 定着板 モルタル上端 エ高強度柱適用タイプエコタイプ アンボンドスリーブ下端B LP アンカーボルトの設置は

※５ ＨＪＩＳ　Ｇ３１０１ 柱※４ コ 角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式） 定着板ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢJIS G3136 
φｄアンボンド アンカーボルト規　格 （一般構造用ＪＩＳ　Ｇ３１０６大臣認定取得材 自立できる形式とし、TMCP鋼 L※４ ０ タ（六角ナット）（大臣認定取得材） 。スリーブ アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト又はTMCP鋼 圧延鋼材） アンカーボルト アンカーボルトφｄ1 裏当金L 設置イ ８本タイプ４本タイプ１２本タイプ４本タイプ ８本タイプ 3

5 捨てコンクリートに固定する。E たてアングルメートル並目 メートル並目 メートル並目 - -ねじの種類 - - 柱下端プアンカー φＤ1 7 ピンアンカー座金の形状板厚40mm以下の場合 スカラップボルト ・
t2 2 （H形柱の場合）twSN490B 高定着板TMCP385B,C S降伏比 ７０％以下備　考 ＳＭ４９０Ａ ＳＳ４００- 強度区分5 ベースプレート板厚40mm超の場合 強

アンカーボルト設置例TMCP325B,C aナット ※2 度mm( ) 注意エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。 ！ （架台の形状は異なる場合あり）
高強度角形鋼管柱用（KB型式） H形柱用（EH型式）

アンボンド 柱
１アンカーボルト ナット アンカーボルト座　金 ※※ アンカーボルトＧタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式） 柱はベースプレートのフラット面にスリーブ

１２本タイプ８本タイプ適
※１ ※２ ※２ ※２ ね ２ｔ はベースプレート台座厚さを 取り付けてください。 レ ベ ル平　面対ねじ 全 外 高 二余 厚 内 外定軸ベースプレート アンカーボルト ナット 座　金 定着板 じ 用示し、ハイベースＮＥＯ型式に アンカーボルト孔周辺に凹加工して角着の タＪＩＳ　Ｇ３１０１ 面 よって変わります。長ピ いる面はベースプレート裏面であり、ＪＩＳ　Ｂ１１８１ 長ＨＡＢ 距ＨＣＷ４９０B 長ッ呼 長 径 さ さ 径 径（一般構造用 径規　格 ＪＩＳ　Ｇ３１０６ イ アンカーボルト（大臣認定取得材） チ 無収縮モルタルと接する面となります。（大臣認定取得材） （六角ナット） 幅び 離さ さ※２圧延鋼材） プ２※ アンカーボルト※３ ※３

tw φd1 φD1φｄ P S a L L0 E H B C ａ寸法は設置誤差を考慮した設計メートル並目 メートル並目 - -ねじの種類 - ベースプレート形状 開先形状 設置精度の時の最小寸法です。 基準高さよりの誤差eh3M24 24 105 10 480 645 29 19 36 42 6 25 44

Ａ
±

ｅ

強度区分5 (二重ナット時） 施工時は、ねじ山が最低３山 角形鋼管柱用（GB型式） 円形鋼管柱用（GM型式）ＳＮ４９０Ｂ同等 降伏比 ７０％以下備　考 ＳＭ４９０Ａ ＳＳ４００ 3.5M30 30 130 13 600 800 35 24 46 53 6 31 56 目標値強度区分8 (一重ナット時） －３ｍｍ≦eh≦10mmナットの外に出るように余長を Ａ±e130 925 アンカーボルト アンカーボルト※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230） M36 36 4 16 720 41 29 55 64 6 37 66 確保してください。150 955
４本タイプ ８本タイプ※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります 155 1080 柱4.5M42 42 18 840 48 34 65 75 9 43 78165 1110 ｅ≦３ｍｍ

175 1235 ３※M48 48 5 22 960 54 38 75 87 9 50 92 。（２）ベースプレート下面のモルタル （形板芯にて検査）190 1270
裏当金

185 1420 上段はGB型式及びGM型式の場合、 3
5

5.5M56 112056 24 62 45 85 98 9 58 105 G210 1470後　詰　め 柱下端ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと 下段はGH型式の場合の寸法です。
200 1610※ 7M64 128064 6 28 70 51 95 110 12 66 115 スカラップタモ ル タ ル ５．鉄筋配筋・型枠の立込み※ センクシアが供給するものに限る同等以上の無収縮性モルタル 230 1660 ベースプレート 2 （H形柱の場合）H形柱用（GH型式）アンカーボルト 上端イM72 1440 185072 6 250 30 79 58 105 121 12 74 125 Ｈ○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル １２本タイプ ６．基礎コンクリート打設プ中 心 塗

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。） ・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。部分モルタル 基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。ベースプレート
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。○強度はこれに接するコンクリートの強度以上 注意！
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。） ７．中心塗り部分モルタル施工

（３）基礎・基礎ばり
ベースプレートのアンカーボルト孔径 (mm)

ベースプレート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート ねじの呼び M24 M30 M36 M42 M48 M56 M64 M72 Ｄコンクリート
エコタイプ 中心塗部分モルタル２○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ 38 44 50 57 - - - -高強度柱適用タイプ d

s

D
s ３．組 立 溶 接 ４．本 溶 接 の 手 順

- ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。Ｇタイプ孔径 38 45 53 61 70 79 87ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼鉄　　　　筋
角形鋼管 円形鋼管 H形 角形鋼管 円形鋼管 H形へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形 定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通） 後詰めモルタル

t
s

２(mm) 40mmat 40mm ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３２． アンカーボルトのセット寸法 4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用 定着板（4本タイプ用） bt ※ねじの
厚さ 厚さ 厚さ外径 内径 内径 内径幅 幅長さ 長さ およびこれと同等以上の無収縮性モルタル呼びエコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品
ts Ds ds td ad bd dd tt at bt dt dtad ４ a３コンクリートスラブ天端 注入方法はヘッド圧工法による。

4
0
m
m

M24 16 70 27 - - - - - - - -※2a (1)ウェブの両面すみ肉溶接エコナット ボルト上端 40mma
t

※ センクシアが供給するものに限るM30 16 90 33 9 180 65 33 - - - - (曲げ負担の場合は、
座金

φD1 d
d

b
d

b
t

S C M36 19 100 39 9 215 75 39 - - - -Co 完全溶込み溶接とする) （イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合１ aベースプレート ※1 M42 22 120 45 9 240 85 45 9 225 85 45
2t M48 25 140 52 9 270 95 52 9 260 95 52モルタル上端 BBo １００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下対辺ごとに溶接φd1 １パスごとに組立溶接 組立溶接組立溶接M56 28 160 60 9 305 110 60 9 295 110 60下端 柱フランジB LP を行う。 全周溶接を行t

d

t
t

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、M64 32 180 68 12 330 130 68 12 340 130 68
φｄアンボンドスリーブ う。定着板（8本タイプ用） 定着板（12本タイプ用） （自動ロボット溶M72 - - - 16 380 145 76 16 375 145 76L ０ 　　　 および H２５０以上の場合

Ho H 接の場合はこれL ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。E (2)開先部の溶接tw １５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下によらない）
エコナットの形状 ナットの形状 座金の形状アンカーボルト

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法 （ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合５．溶 接 施 工 一 般
定着板

S ベースプレート ３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　
柱モルタル ｅｍ 鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。a ※2 予　熱 中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生ナット mm( )

アンボンド ｔｍ 基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。溶接余盛はベースプレート側A点からアンカーボルト エコナット ナット 座　金 柱スリーブ Ｂ 柱側B点へ向かってなめらかになるよね
裏当金対 対 基礎柱形ねじ 全 外 高 二余 高 二 厚 内 外定軸 うに施工する。じ B EB,GB,EM,GM,EH,KB型式 GH型式角 角着 余　盛の ｅｍ面 面長 Aピ 余盛高さは、柱接合突出部形状に対応長 ベースプレート距 距長ッ呼 長 径 さ さ さ 径 径径

チ Ａ し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り幅 幅び 離 離さ ８．鉄骨建方 ８．鉄骨建方さ※２
高さに準拠する（Ｇタイプ）。ｅｍ ｅｍ

tw φd1 φD1φｄ P S a L L0 E H0 B0 C0 H B C 　　アンカーボルト締付
９．モルタル注入枠設置（#）95 400 550 寸　法各　部　名　称 備　考 柱ウェブM24 24 3 10 29 22 46 53 19 36 42 6 25 56 アンカーボルトは隙間がないよう確実に105 480 645

110 400 580 エンドタブエンドタブの取付とＨ形柱ウェブのH形柱の※3 中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ） 標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ3.5 ３０≦ｔｍ≦７０ｍｍM30 許容範囲30 13 35 27 50 58 24 46 53 6 31 60 後詰めモルタル充填（#）締め付けを行う。130 600 800エコタイプ ハイベース480 690 すみ肉溶接
M36 36 4 130 16 41 33 55 64 29 55 64 6 37 66 溶接 ウェブ突出部ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）720 925 許容範囲ｅｍ≧３０ｍｍ eｍ≧２５ｍｍ １０．アンカーボルト締付（#）155 108042 4.5 18 840 48M42 ９～１０．モルタル注入枠設置（#）38 65 75 34 65 75 9 43 78

高強度柱適用タイプ 165 111042 4.5 18 840 48M42 38 65 75 34 65 75 9 43 78 ４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値） 予備締め後詰めモルタル充填（#）柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。１ ２※※ 注意ｔ はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。 ！
２※ ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。 マーキングアンカ－ボルト アンカーボルト締付確認（#）

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。 ナット回転法による本締め６． 検　　　　査 ベースプレートと座金とナットが密着３※ 表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、 基礎柱形主筋 +10°（30°回転、許容差：　　）エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。 していることを確認。 -0溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。定着板 方　法・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、 探傷は柱フランジ側から行う。
　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。 １１．モルタル注入枠取り外し

（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。注意！ 上
部

定
着

長
さ

L
t

不良溶接部の
　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。 （２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。下部定着長さLt 　　 　補正・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。 ５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。

https://www.senqcia.co.jp/ １．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）ＵＲＬセンクシア株式会社
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２
３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。注意！中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７ 中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６ ４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５ ５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０

津屋崎中学校校舎増築１期工事



9～22

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。 九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５
　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６ 中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 
　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３本社　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。

センクシア株式会社 ＵＲＬ注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。 https://www.senqcia.co.jp/
鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。 表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。

－112082445836669100 192 98056-D29150024-D29110098056-D29150032-D2911001450以上35068072086092312-M56 4-D16@1004-D16@1004-D16@1004-D16@100-56
GB550-12

－9605943062885585 162830 76040-D29110020-D29105076040-D29110024-D2910501300以上37066070081712-M48 4-D16@1004-D16@1004-D16@1004-D16@100-48

－20712808344673676595740 110048-D29115028-D291150110048-D29115032-D2911501600以上4409008068-M64 D16@75D16@100D16@75D16@100-64

－1529604672172504575700 28-D29105020-D29105028-D29105020-D2910501300以上4508305808-M48 820820 D16@150D16@150D16@150D16@150-48
4505589～40 GB550-8

－1318403401332073670680 32-D25100020-D25100032-D25100024-D2510001100以上4607904988-M42-42□550 650650 D13@100D13@100D13@100D13@100
－

－109720270901802965760 24-D25100016-D25100024-D25100016-D251000900以上4706704198-M36 500500 D13@100D13@100D13@100D13@100-36

－192112049518730869100 28-D25105016-D25105028-D25105016-D2510501350以上6808204084-M56 D16@150D16@150 580580 D16@150D16@150-56
－GB550-4

790 －1200以上9603861292575690 163 20-D25100012-D25100020-D25100012-D2510006603394-M48 D16@150D16@150 460460 D16@150D16@150-48

44-D25105020-D25100044-D25105028-D2510001901100以上8404921982946040065068079047512-M42 150 600600 4-D16@1004-D16@1004-D16@1004-D16@100EB550-12-42
－－－9～28

32-D2532-D251000100020-D2520-D251000100032-D2532-D251000100024-D2524-D25100010001801100以上13884037513324248－4706908003178-M42 650650 D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100EB550-8-42

－1450以上19511207974553427210530063067081077112-M56-56 98056-D29150024-D29105098056-D29150032-D291050 4-D16@1004-D16@1004-D16@1004-D16@100
GB500-12

－1300以上164960569304265579032061065078069512-M48-48 76040-D29110016-D29100076040-D29110024-D291000 4-D16@1004-D16@1004-D16@1004-D16@100

464 110048-D29115028-D291100110048-D29115032-D291100－1600以上2101280810346681053906908506598-M64-64 D16@75D16@100D16@75D16@100

215 74028-D29100020-D29100074028-D29100020-D291000－1300以上15396044022546804006507804898-M48-48 D16@100D13@100D16@100D13@100
GB500-89～40 400508

133 66032-D2595020-D2595066032-D2595020-D25950－1100以上13284031418137704106307404218-M42-42 D13@100D13@100D13@100D13@100
－

620 51024-D2595016-D2595051024-D2595016-D25950－900以上1107202438915430654207103548-M36-36 D13@100D13@100D13@100D13@100
□500

47020-D2595012-D2595047020-D2595012-D25950－1200以上16496035312722657907404-M48-48 290 610 D13@100D13@100D13@100D13@100
－GB500-4

39016-D2591012-D2591039016-D2591012-D25910－1100以上1428402577418347805907002444-M42-42 D13@100D13@100D13@100D13@100

60044-D25105020-D2595060044-D25105028-D259501901100以上8404551972586035060063074039612-M42EB500-12-42 150 4-D16@1004-D16@1004-D16@1004-D16@100

66032-D2595020-D2595066032-D2595024-D259501801100以上840340133207484106307402388-M42-42 138－－－9～28 D13@100D13@100D13@100D13@100
－EB500-8

51024-D2595012-D2595051024-D2595016-D25950170900以上72026289173444206207102108-M36-36 121 D13@100D13@100D13@100D13@100

77028-D2994020-D2993077028-D2994020-D29930－1300以上96040921319649753506007304138-M48-48 156 D16@100D13@100D16@100D13@100

68032-D2589020-D2589068032-D2589024-D25890－1100以上84029013215840653605806903488-M42-42GB450-8 135 D13@100D13@100D13@100D13@100

52024-D2587016-D2587052024-D2587016-D25870－900以上7202148413032603705706602968-M36-36 112360458－9～36 D13@100D13@100D13@100D13@100

48020-D2589012-D2589048020-D2589012-D25890－1200以上16596030811619258855606902364-M48-48□450 D13@100D13@100D13@100D13@100
－GB450-4

39016-D2586012-D2586039016-D2586012-D25860－1100以上1438402267315348755406501994-M42-42 D13@100D13@100D13@100D13@100

67032-D2589020-D2589067032-D2589024-D258901801100以上138840312132180483605806901998-M42-42 D13@100D13@100D13@100D13@100
－－－－EB450-89～25

52024-D2587016-D2587052024-D2587016-D25870170900以上12172023484150443705706601698-M36-36 D13@100D13@100D13@100D13@100

79028-D2989020-D2988079028-D2989020-D29880－1300以上15996038721117652803005506803218-M48-48 D16@100D13@100D16@100D13@100

60032-D2585020-D2584060032-D2585020-D25840－1100以上13784026713113642703105306402828-M42-42GB400-8 D16@100D13@100D16@100D13@100

54024-D2582016-D2582054024-D2582016-D25820－900以上1147201938311034603205206102348-M36-36 320408－9～32 D13@100D13@100D13@100D13@100

50020-D2584012-D2584050020-D2584012-D25840－1200以上16696027911416559855106401944-M48-48 D13@100D13@100D13@100D13@100
□400 －GB400-4

40016-D2581012-D2581040016-D2581012-D25810－1100以上1448402027312949754906001634-M42-42 D13@100D13@100D13@100D13@100

-42 8-M42 175 310640 530 68032-D2584020-D2584068032-D2584020-D2584015548 131 286 138840 1801100以上 D13@100D13@100D13@100D13@100

-36 8-M36 127 320610 520 53024-D2582012-D2582053024-D2582016-D25820－－－－EB400-89～25 11740 11783 200 900以上720 160 D13@100D13@100D13@100D13@100

15036111 800以上106 45020-D2280012-D2280045020-D2280016-D22800600154521023405106008-M30-30 D13@150D13@150D13@150D13@150

－45216 61032-D2580020-D2579061032-D2580020-D25790840249131118702604805908-M42-42 1100以上140 D16@100D13@100D16@100D13@100

GB350-8 56024-D2577016-D2577056024-D2577016-D25770－720178839536652704705601888-M36-36 900以上116 D13@100D13@150D13@100D13@150

47020-D2274016-D2274047020-D2274016-D22740－9560012952772855280356－2804505401508-M30-309～25 800以上 D13@150D13@150D13@150D13@150

58020-D2579012-D2579058020-D2579012-D25790－16896025511314261904605901564-M48-48 1200以上 D13@150D13@150D13@150D13@150
－GB350-4

□350 48016-D2575012-D2575048016-D2575012-D25750－1100以上1458401797210750754405501284-M42-42 D13@150D13@150D13@150D13@150

131 1801100以上138840263132482604805901338-M42-42 71032-D2579020-D2579071032-D2579020-D25790 D13@100D13@150D13@100D13@150

83 160900以上72018299402704705601058-M36-36 117 54024-D2577016-D2577054024-D2577016-D25770EB350-8 D13@100D13@150D13@100D13@150
－－－－

46020-D2275016-D2275046020-D2275016-D22750150800以上60013852863629046055089.58-M30-30 106 D13@150D13@150D13@150D13@150

24016-D197108-D1971024016-D197108-D19710150600以上40090246632－42051093.14-M30EB350-4-30 102 D13@100D13@100D13@100D13@100

57024-D2572016-D2572057024-D2572016-D25720170900以上72017282904422042051084.08-M36-36 121 D13@100D13@150D13@100D13@150
EB300-8

41020-D2270016-D2270041020-D2270016-D2270015010660012251713624041050069.48-M30-30 800以上 D13@100D13@150D13@100D13@150
－－－－6～22□300

33020-D1966012-D1966033020-D1966012-D1966016011748010437674037046082.94-M36-36 700以上 D13@100D13@100D13@100D13@100
－EB300-4

27016-D196608-D1966027016-D196608-D19660150600以上4007824543237046070.14-M30-30 102 D13@150D13@150D13@150D13@150

43020-D2264012-D2264043020-D2264012-D22640150800以上60011551644019036045051.18-M30EB250-8-30 110 D13@100D13@150D13@100D13@150

700以上 33020-D1961012-D1961033020-D1961012-D196101601174808936534032041059.74-M36-36 D13@100D13@150D13@100D13@150
－－－□250 －6～16

600以上 28016-D196108-D1961028016-D196108-D1961015010240066234332－32041051.34-M30-30EB250-4 D13@150D13@150D13@150D13@150

19012-D196008-D1960019012-D196008-D19600120600以上4004515302531039032.24-M24-24 80 D13@150D13@150D13@150D13@150

33020-D1958012-D1958033020-D1958012-D19580160700以上4807736414027036041.44-M36-36 117 D13@100D13@150D13@100D13@150

29016-D195708-D1957029016-D195708-D19570150600以上40056233332－－－－27036035.44-M30-30EB200-4□200 － 1026～12 D13@150D13@150D13@150D13@150

19016-D165508-D1655019016-D165508-D165501204003714232526034021.94-M24-24 600以上80 D13@150D13@150D13@150D13@150

19016-D165208-D1652019016-D165208-D16520120600以上8040033141925－－－－－23031017.94-M24EB175-4-244.5～12□175 D13@150D13@150D13@150D13@150

20016-D1616-D1616-D165005005008-D168-D168-D1650050020016-D1616-D165005005008-D168-D16500500120550以上8040031141725－－－－－21029014.04-M24EB150-4-244.5～12□150 D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150

(mm)(mm)(mm)(mm)
帯筋主筋量帯筋主筋量帯筋主筋量帯筋主筋量セット質量2 hc(mm)h(mm)部品tHFEC3C２C１ＡGタイプエコタイプ板厚範囲柱サイズ数量柱符号 Lt（mm）Lt（mm）ベースプレート

X10 kN・m/rad 柱形  b柱形  b柱形  b柱形  bﾎﾞﾙﾄ 3
(mm)(mm)

定数 鉄筋の定着長さ鉄筋の定着長さL1Lｱﾝｶｰ ゾーンゾーンゾーンゾーンｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端捨てコン天端回転バネ
質量（kg）寸法　（mm）ハイベースNEO型式適　用　柱採用

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～基礎天端～

（角形鋼管柱用□150～□550） アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト８本タイプアンカーボルト４本タイプ 下部定着長さ(Lt) Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

エコタイプGタイプエコタイプGタイプエコタイプGタイプ・ハイベースNEO工法
222 222 ttt ttt HHH

FFF

E EE

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。AA AA AA

CC 11 CC 1111 CC
   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)はCC 22 CC 22 上

部
定

着
長

さ

CC 33 杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。h (
L
t
)

b 注)表中のh寸法は杭がない場合です。角形鋼管柱用

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)柱外形寸法 L

アンカーボルト本数 エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）
アンカーボルト径 基礎天端5

0GB500－8－42Gタイプ　：
ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端 L
1h
cEB350－8－36エコタイプ：

bｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

型式表示例 ベースプレート形状 L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定〈角形鋼管柱用 □150～□550〉 （ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用） BCJ評定-ST0058（Gタイプ） 本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

MBLT-0042～0044,0046,0228～0230(アンカーボルト)ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc24の場合) （ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用） 大臣認定 2025/10
MSTL-0566,0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

C40 22

C35 6

ハイベースNEO工法設計施工標準(2)
A1：NON
A3：NON

S　－　07津屋崎中学校校舎増築１期工事



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

S　－　08

ｆ

1)　　　　部は、たわみで決定する範囲を示す。

２,９１０

３,０９０

３,０３０

３,０５０

３,０７０

３,１２０

２,９４０

３,０００

３,０４０

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ

施　工　条　件　な　ど

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

設計荷重 Ｗ

補強支保工 コンクリート止め

プレートまたは山形鋼等

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物

リブ間リブ間

プレートまたは山形鋼等
フラット部分

リブ部分

コンクリート止め コンクリート止め

コンクリート止め

大引

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

210 210

開口部

内　　　　　　　　　　　　　　　容項　　目

記 号 説 明

支柱
●支保工間隔　： 　Ｌ

ＬＬ

　スラブスパン： ２Ｌ

（単位：ｍｍ）

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

１４０

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１３５

１３０

１２５

１２０

３００

２００

２５０

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１４０

１３５

１３０

１２５

１２０
スラブ厚S(mm)

板厚 t ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ０.８ｍｍ板厚 t
スラブ厚S(mm)

α=1.5α=1.25α=1.0

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０

２,８３０

２,３３０

２,５００

２,７２０

２,７５０

２,７９０

２,８２０

２,８６０

２,５４０

２,４９０

２,２９０

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０８０

２,９００

２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０

２,４４０

２,４９０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２６０

４,４５０

４,６７０

３,８５０

４,４３０
３,８５０

４,３９０

４,７７０

４,８５０

４,４８０

４,８１０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２１０

４,３１０

４,４１０

４,５２０

２,２２０

２,５７０

３,０６０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,３７０

３,３３０

３,８５０

４,５７０

４,７５０

４,４２０ ３,３３０

３,８５０

４,４６０

４,５４０

４,６４０

４,７３０

４,８３０

４,１７０

４,４８０

４,８８０

２,２２０

２,５７０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,２７０

２,２４０

２,４００

２,６１０

２,６５０

２,７００

２,７６０

２,８１０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０４０

３,０８０

２,０４０

２,１９０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５７０

２,６００

２,６３０

２,６５０

２,６８０

２,７１０

２,７５０

２,７８０

２,８１０

２,７９０

３,０６０

３,１３０

３,１６０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

３,２９０

３,３１０

３,３４０

３,３６０

３,３９０

２,６９０

２,８１０

２,９５０

２,９８０

３,０２０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１５０

３,１８０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

２,５００

２,６９０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

２,９９０

３,０１０

３,１００

３,１４０

２,７５０

２,７８０

２,２９０

２,４５０

２,６６０

２,７１０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８９０

２,９１０

２,９３０

２,９５０

２,９８０

２,０００

２,１５０

２,３４０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５５０

２,５８０

２,６１０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７３０

２,７６０

１,８６０

２,０００

２,１８０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,３７０

２,４００

２,４２０

２,４５０

２,４８０

２,５１０

２,５４０

２,５８０

２,６１０

２,１２０

２,５９０

２,６４０

２,７００

２,７３０

２,７５０

２,７７０

２,７９０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８８０

２,９００

２,９２０

２,９６０

２,９９０

３,０１０

３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０２０

３,０４０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０

３,１７０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

１,９００

２,０４０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,４４０

２,４７０

２,５００

２,５３０

２,５６０

２,５９０

２,６３０

２,６６０

２,５４０

２,５９０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７４０

２,７７０

２,８００

２,８４０

２,８７０

２,９１０

３,０６０

１,６４０

１,７６０

１,９１０

１,９４０

１,９８０

２,０６０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,１５０

２,１８０

２,２００

２,２３０

２,２６０

１,５２０

１,６４０

１,７８０

１,８２０

１,８５０

１,８９０

１,９３０

１,９６０

１,９８０

２,０００

２,０３０

２,０５０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,０２０

（単位：ｍｍ）

2

開口部

 ３ 断面応力・たわみの計算

 ５ 施工の要点

 4 作業床

 1 保　管

 3 敷込み

 2 吊り込み

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

許容支圧荷重（N/m）

0.8

スパンＬの取り方

Ｌ ＬＬ

デッキ長さ デッキ長さ

 ４　納まり例

終端始端

30以上

デッキプレート割付け幅

敷込み方向

40以下

85

50以上
～340以下

630 x n

210210

30以上
30以上

かかり代 50

オフセット寸法

始端

敷込み方向
30

終端

30以上
50
かかり代 30

継ぎ筋調整プレート

50以上
～340以下

630 x n

30
デッキプレート割付け幅

 4-1　割付け
(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁）

継
手

プ
レ

ー
ト

梁

梁

柱

アークスポット溶接又はすみ肉溶接

現場切断

溶接 210ピッチ

かかり代 50

継手プレート

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

(ｂ) (ｃ)

支保工

大引

支保工スパン 支保工スパン
スラブスパン

 4-2　各所の納まり 4-3　中間支保工設置

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり

(７)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

(２)Ｓ造斜め梁の納まり

(４)Ｓ造柱廻りの納まり (５)Ｓ造水平ハンチの納まり

(６)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

敷込み方向

柱

梁

630

630

30以上

50以
上

か
か
り
代

※柱コーナー切断は現場加工

かかり代
梁

梁

柱

630 630

エンドクローズ
120

75

 4-4　開口部納まり例

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断  　                   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

開口部 落下防止金物

63
0

Ａ

落下防止金物

コンクリート止め

コンクリート硬化後

断面

Ａ部詳細

（幅630mm）

平面

補強支保工
大引

□(　　　　　　   　　)[ 　　kN/m　]

□(　　　　 N/m　)[             　　　　]
施工時作業荷重

2Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）11 2 3

2

2

2

33

3[鉄筋コンクリート単重]
コンクリート

施工状況の種類 施工割増係数(α)

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理に

9

０.８ｍｍ １.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ ０.８ｍｍ

普
 通
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト

3kN/m

kN/m3

軽
 量
 コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト

3kN/m

普
通
コ
ン
ク
リー

ト

kN/m3

軽
量
コ
ン
ク
リー

ト

2

調整プレート

か
か
り

代

梁柱

（現場加工）

63
0

30
以

上

75

斜

め

梁

斜め切断

現場切断

大引

サポート

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

2

(施工)
特　記

 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

 L ：スパン 　　　　　　　　　　　　　 　 （ m ）
　E=2.05×10  N/mm 

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

ｂ ｂ

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　    （N/mm ）
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ = 205              （N/mm ）
 M ：最大曲げモーメント                  （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　   （mm /m）

 W ：設計（上載）荷重                      （N/m ）

 E ：鋼材のヤング係数                     （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効)      （mm /m）

 Ｐ：ＪＦデッキリブ支圧荷重　　　　　 　 　　 (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　  　(N/m)

4

2

2

25

3

2

柱廻りのデッキプレート受け材 FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

柱廻りのデッキプレート受け材 500～900ピッチ

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け
デッキプレート受け (フラットバー)
 FB-50以上

デッキプレート受けデッキプレート受け

(ａ)

L-75x75x6等

(１)一時的な作業床で使用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

　工を設けることを原則とする

幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける
始端・終端調整には役物、調整プレートを使用する

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める

(２)薄板製品であることを十分認識し変形に注意する

(１)骨組の組立順序との関連を十分検討する

(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連を十分検討する

(３)クレーンの揚重能力の検討、パレットを用いる等安全対策を検討する
(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等検討する

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを正確に行い、

　　確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)

(４)かかり寸法は厳守する

　　プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいので避ける

　　を敷く等の措置により受圧面積を大きくする

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重がかかる場合は、厚板等

(４)資材等の仮置は避ける。止むを得ず仮置する場合は、デッキプレートに負担が

　　かからないよう十分配慮する。特に0.8～1.0ｍｍは注意する

　　する

(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前までに取り除く

(１)打設は打設荷重等の施工荷重を極力低減するようにし、過荷重には十分注意

配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のようにあらかじめ型枠で囲い、コンクリート打設
硬化後にデッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある

   打設
 5 ｺﾝｸﾘｰﾄ

項　　　　　目         算　　定　　式

(２)割付方向は図面に従い、間違いの無いようにする

場合、切断部周辺に「落下防止金物」を取り付ける

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する
算定式および許容値は、下表とする

より施工上の安全性が確実に確保される場合

１.２ｍｍのフラットデッキを使用する場合

を使用する場合

施工の要点は、下表のとおりとする
特殊なケースの場合は、その都度施工法を十分に検討し施工すること

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

曲げ応力

[RC・SRC造]

[ S  　造 ]
WL

8Z

2
M

Z
σ＝     ＝  　 x10 ≦ｆ

3
b

WL
2

M 3

Z 8Z
b

α

C5WL4

384EI
Lx10 3

180

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

σ＝     ＝  　 x10 ≦

δ＝　　 　×10 ≦      ＋5

支 圧 耐 力 (N/m)

た　わ　み (mm)

(N/mm  )2

１．５

１．２５

１．０

24

20

20

24

施工割増係数

施工状況の種類建物の構造
ＲＣ・ＳＲＣ造
施工状況の種類

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする

9,800 14,700 19,600

1.0 1.2 l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキ

l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

□  　 類

□     類

I

II

III

  類[施工割増係数：α=1.0]I   類[α=1.25]    類[α=1.5]II III

  類   類    類IIIIII

デッキプレート受けのサイズは監理者の承認を得て決定すること

595

595

62
562
5

625

625

(４)終端役物の有効幅

A0 タイプ

A0 タイプ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ　設計・施工標準

 ２ 製 品 仕 様

許容支圧荷重Pa (幅1m当たり)

板厚（mm）

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗリブの
  許容支圧荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠でＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ
　を支持する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときは中間支保

3)ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ製品仕様の最大長さは４.９ｍ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ切断

15

エンボス
36

20

エンボス

亜鉛めっき(Z12)型　　式

ＪＦ７５-０８

［ｍｍ］
板厚

4

製 品 質 量 断　面　性　能

［x10 ｍｍ /ｍ］［x10 ｍｍ /ｍ］4 3 3
Ｉ Ｚ

[kg/枚/ｍ] ［kg/ｍ ］2

12.6

割付け幅 620
50 4030 90

25

40
製品幅 650

キーストンプレート

製 品 質 量

板 厚 亜鉛めっき(Ｚ１２) 亜鉛めっき(Ｚ２７)
mm kg/m kg/m 

０.８ ５．８９ ６．０７

ＪＦ７５ ＪＦ７５Ｗ

□ Z27

□ Y18

付着量記号

□ その他（　　　                       　　　　　　　　　　　　）

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します

JIS G 3302｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣

JIS G 3317｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

使　　用　　材　　料

275

180

2[g/ｍ ]（両面）
最小付着量

SZAHC
SZACC

種類記号

SGHC

SGCC 120

種類

ＪＦ７５

ＪＦ７５Ｗ

製品長さ・エンドクローズ寸法

1.2×200
20001.2×300 × 1000

1.6×400
（注）RC梁型枠用調整プレートには

釘孔加工(＠600mm)有り

t  × w   ×  L

t

W調整プレート

1000～4900mm

5～10mm
＠   600水抜き孔 ≒

キャンバー

500

80 210 210

560

205 210 145

役物デッキプレート

625

205 210 210

495

205 210 80

種類の記号および材料

2 2

22

JF75・JF75Wデッキプレート受け（別途）

JF75・JF75W

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

JF75・JF75W

JF75・JF75W

敷き幅630敷き幅630

75 75

210 210 210 1515210210 210

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗの設計・施工は、(一社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針・同解説」による。

Y18及びその他製品については、事前にご相談下さい

JF75 ⇒熊谷工場製造
JF75W⇒神戸工場製造

43

ＪＦ７５のみ

(１)始端かかり位置、中間位置(デッキ５枚位の位置)終端位置をマーキングする

ＪＦ７５Ｗ-０８

ＪＦ７５-１０

ＪＦ７５Ｗ-１０

ＪＦ７５-１２

12.6

15.7

15.7

18.7

ＪＦ７５Ｗ-１２

ＪＦ７５-１４

ＪＦ７５Ｗ-１４

ＪＦ７５-１６

ＪＦ７５Ｗ-１６

18.7

21.8

21.6

24.9

24.6

120 18.7

150

180

24.4

29.4

206

232

34.4

39.3

7.95

7.97

9.88

9.88

11.8 

11.8 

13.7 

13.6

15.7 

15.5

1000～4900 mm

1000～4900 mm

製品長さエンドクローズ長さ

 85、(50、120) mm

85、(50) mm

630xn
30以上 30以上

リブ間 100以上

A0タイプ
有効幅 595～520カンザシアングル

さん木

せき板

ＳＲＣ造 先行敷きの場合

アングル
デッキプレート受

オフセット寸法
40以下

＠600以下

横さん木（残し） 50x25

縦さん木（残し） 50x25

85
のみ込み代 10

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

オフセット寸法　40以下

始端 デッキプレート割付け幅

敷込み方向
のみ込み代 10

630 x n
～360以下

100以上

30以上
のみ込み代10

終端

85
のみ込み代 10

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

調整プレート

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

615

A0 タイプ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ長さ85mmの場合

□

□

□

□

エンドクローズ形状

(50),85,(120)

エンドクローズ形状

(50),85

接合部詳細図 接合部詳細図

（注）50mm、120mmは
お問い合わせください

（注）50mmはお問い合わせください

 １ 型式・質量および断面性能

原則として、デッキ長さが1,000mm
未満の場合に使用。
(L＝350～1,200mm)※板厚：0.8mm  

キーストンプレート

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

（注）JF75（熊谷工場）とJF75W（神戸工場）の使い分けについて：製品は原則、指定搬入先に近い工場にて製造し出荷致します

有効幅考慮
断面係数

33Ｚx10 mm /m

９．８０

全断面有効
断面２次モーメント

4 4Ｉｘ10 mm /m

１２．２

B0 タイプA0 タイプ

D0 タイプC0 タイプ

（注）50mm、120mmはお問い合わせください

ＪＦ７５評価番号 [評価 第911-0100A003号]

２０２２／０７／２１

JF75・JF75W 設計・施工標準

■

■ Z12

■  　 類

■ 1,470N/m  [ポンプ工法]            □ 2,450N/m  [ホッパー・バケット工法]

■ 普通コンクリート[ 24kN/m　]　　 　□ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

S　－　09ダイヤレンNS設計 施工標仕様書

１．一般事項
（１）本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

(E-H)/2+d /2+d +tw

HC1,HC2≧製品サイズによる最小寸法（下式）

p ：引張鉄筋比t

２．使用材料・貫通孔の適用範囲
（１）各評定の適用範囲

γ：複筋比

かつ　HC1,HC2≧D/4

HC1,HC2≧製品サイズによる最小寸法

BCJ評定-SS0056-02

非降伏の基礎梁及び地下階の梁

有効な柱梁接合部に取り付く

ΣH≦D/3.75

dL'≧E/2+d /2

L'＜D　かつ　L'≧1.5H　かつ

H＜350mm　かつ　H≦D/5

D≧750mm

E ：ダイヤレンＮＳのE寸法

cd

BCJ評定-RC0124-08

2

2

 -

H≦750mm　かつ　H≦D/3

ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004）、MK785（MSRB-0067）

主筋　　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え685N/mm 以下の大臣認定品2

2あばら筋　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え1275N/mm 以下の大臣認定品

L'≧D

上下に複数開口を設ける場合はL'≧1.5D

ΣH≦D/3

評定番号

コンクリート

梁せい（D）

開口形状

開口径(外径)（H）

対象とする部材

鉄筋

柱際から開口中心までの

距離（L'）

隣接する開口の水平及び

場合の合計径（ΣH）

上下に複数開口を設ける

鉛直方向中心間距離（L）

へりあき（HC1,HC2）

　 ・H≦D/10かつH＜150mmのとき、HC≧250mm

隣接する開口径の平均値の3倍以上

円形または多角形とする（多角形の場合はその外接円を開口とみなす）

Fc＝21N/mm ～100N/mm

ダイヤレンＮＳを用いた基礎梁端部小開口補強ダイヤレンＮＳ

22

dd ：ダイヤレンＮＳの鉄筋の呼び径

wd ：あばら筋の呼び径

ct ：コンクリートのかぶり厚さ(40mm以上)

t

（隣接する開口が縦並び開口の場合、縦並び開口の一番大きい径との平均値の3倍以上とする）

※

　　　マニュアルによる。

（２）本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター及び（一社）日本建築学会

　　　の関連する諸指針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアル、及びダイヤレンＮＳを用いた基礎梁端部小開口の補強技術

【RC0124-08】

D

柱 柱

梁

L'≧D

H
1

H
C1

H
C2

H
2

L

D D

L'≧1.5D

H4(大きい開口径)の範囲内に
H3(小さい開口径)を配置

L

H3
H4

L
H2とH4(大きい開口径)の離隔

【SS0056-02】

1.5H

L'

L

D

柱 柱

H1
H
C2

HC
1

H2

L

d

基礎梁

L'

H4(大きい開口径)の範囲内に
H3(小さい開口径)を配置

E/2＋d /2

D

ダイヤレンＮＳ評定に依る

H5

L

H4
H3

H5とH4(大きい開口径)の離隔

D

　 ・D/4＞400mmのとき、HC≧400mm

※ γ≧0.6 かつ p ≦1.0％を満足する場合、

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表

サイズ
A C D E

Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

8

10

13

16

210

230

95

80

100

127

155

183

183

55

65

65

289

289

289

296

325

(対応径)
形状 Ho

① 204

①

重量
(kgf/枚)

②

②

③

205

206

211

227

0.55

0.85

1.14

2.01

3.46

45

45

F

45

48

55

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

230

230

235

240

240

140

140

125

110

110

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

325

325

332

339

339

①

①

②

②

③

222

223

227

232

234

0.60

0.94

1.27

2.26

3.57

45

45

48

50

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

255

255

260

260

265

165

165

150

130

135

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

360

360

367

367

374

①

①

②

②

③

239

240

245

246

251

0.66

1.03

1.38

2.41

3.88

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

280

280

285

285

290

190

190

175

155

160

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

395

395

403

403

410

①

①

②

②

③

257

258

263

264

269

0.71

1.12

1.50

2.61

4.19

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

6

8

10
13

16

305

305

310
310

320

215

215

200
180

190

127

127

155
183

183

45

45

55
65

65

431

431

438
438

452

①

①

②
②

③

275

276

280
282

290

0.77

1.20

1.61
2.81

4.57

45

45

47
47

50

50

50

45

45

45

5.31

3.29

1.83

1.40

0.89

326

324

316

315

314

②

②

②

①

①

523

523

509

509

509

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

210

240

250

270

270

370

370

360

360

360

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

5.93

3.69

2.05

1.57

1.01

361

359

351

350

349

②

②

②

①

①

593

593

579

579

579

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

260

290

300

320

320

420

420

410

410

410

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50
45

45

45

6.55

4.09
2.28

1.75

1.12

396

395
386

385

384

②

②
②

①

①

664

664
650

650

650

80

65
55

45

45

226

183
155

127

127

310

340
350

370

370

470

470
460

460

460

16

13
10

8

6

Ⅴ

Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50
45

60

60

50

45

55

55

50

45
55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

45

45

11.94

7.35

4.11

18.11

11.32

6.95

3.89

17.17

10.69

6.55
3.67

16.24

10.07

6.16

3.44

14.92

9.18

5.68

3.17
13.98

8.56

5.28

2.95

13.04

7.94

4.88

2.73

2.10

12.11

7.31

4.48

2.50

1.92

780

700

685

676

745

665

649

641

710

630

614
605

674

594

579

570

625

545

536

528
589

509

501

492

554

474

466

457

456

519

439

430

422

421

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

①

④

②

②

②

①

750φ

700φ

650φ

600φ

550φ

500φ

450φ

400φ

(H≦730)

(H≦680)

(H≦630)

(H≦570)

(H≦520)

(H≦470)

(H≦420)

1432

1272

1244

1230

1362

1202

1173

1159

1291

1131

1103
1088

1220

1060

1032

980

820

806

791

791

909

749

735

721

721

1018

1121

961

947

933
1050

890

876

862

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65
55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

45

80

65

55

80

45

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183
155

292

226

183

155

292

226

183

155
292

226

183

155

292

226

183

155

127

292

226

183

155

127

806

740

750

760

756

690

700

710

706

640

650
660

656

590

600

610

586

520

540

550
536

470

490

500

486

420

440

450

470

436

370

390

400

420

900

900

880

870

850

850

830

820

800

800

780
770

750

750

730

720

680

680

670

660
630

630

620

610

580

580

570

560

560

530

530

520

510

510

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13
10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

8

16

13

10

8

16

Ⅳ-3R

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ
Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

16

13

10

16

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

16

16

16

16

16

16

16

16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

265

スリーブ径

Ⅳ(H≦750)

19.05

B

寸　　法

（特記外単位：mm）

型

　厚さを40mmとした場合の開口外径

※表中Hoは、かぶり厚さ40mm、あばら筋16mmとした場合の梁上下端から

　開口芯までの距離

※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり

ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書 コーリョー建販株式会社梁貫通孔補強材

Ho

E
D

E'

（かぶり厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

開口芯までの距離（Ho）を左表に示す。

Ⅴ-3R　⇒　Ⅴ（型式）-3R（リング形状※）

Ho＝かぶり厚さ＋あばら筋径＋E'

E'＝E/2＋鉄筋径/2

ダイヤレンＮＳを使用した場合の梁上下端から

【型式の表記について】

【へりあきの最小寸法】

【ダイヤレンＮＳ　標準形状】

※リング形状は「2R（2重リング）」と「3R（3重リング）」

⑤3箇所溶接型

④1箇所溶接型

　(3重リング)

　(3重リング)

①一筆型

　(2重リング)

　(2重リング)
②1箇所溶接型

③2箇所溶接型

　(2重リング)

かぶり厚さ＋あばら筋径

　（上記の形状①～⑤）があり、3Rの表記以外は2Rとする。

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ
Ｄ

Ｆ

Ａ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｂ

Ｄ
Ｄ

Ｆ

Ａ

Ｅ

Ｅ

(H≦115)

100φ

125φ

(H≦141)

150φ

(H≦166)

175φ

(H≦191)

200φ
(H≦216)

250φ

(H≦270)

300φ

(H≦320)

350φ
(H≦370)

BCJ評定-RC0124-08，BCJ評定-SS0056-02
2025.10.1作成

300≦H 　　

150≦H＜300

　　 H＜150

一般部あばら筋比（p ）

1％未満

1組

2組

3組 3組

3組

2組

1％以上
開口径

w

H5050 5050 Ｐ'Ｐ'ＰＰ Ｐ

ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋

Ｃ２Ｃ１

Ｃ１２ Ｃ１１

※ ※

開口部あばら筋

開口部

一般部あばら筋

Ｃ範囲＝Ｃ１＋Ｃ２

　又は、Ｃ１１＋Ｃ１２

Ｐ

45°

Ｐ'≦Ｐ

Ｐ：設計ピッチ

【 1 組 】 【 3 組 】【 2 組 】

50※ 5050 ※ 50※
ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋

50
50

※必要なかぶり厚さを確保した位置とし、標準は50mmとする。

孔際あばら筋

（１）開口部に配筋されるあばら筋の組数は、開口が無いとした場合に

　　　配置されるあばら筋組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

（３）孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

（２）孔際あばら筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種と

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

　　　する。［SS0056-02］

（１）ダイヤレンＮＳの使用枚数は、開口１箇所当たり２枚以上とする。

（２）柱際には、孔際あばら筋の他、少なくとも１組の一般部あばら筋（第一あばら筋）を配筋する。［SS0056-02］

柱際の一般部あばら筋

孔際あばら筋

一般部あばら筋

柱

５．開口部上下補強要領（350φ以上の場合）

　　　ただし、水平力による応力を負担しない梁（小梁等）の場合は梁せいの1/2は考慮しなくともよい。

（２）開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下となるように配筋する。

　　　（丸鋼及びインデントは不可）

（３）形状にはコ型・Ｕ型・Π型等があり、コ型補強筋の梁主筋側の重ね長さは「梁幅-2×かぶり厚さ」または35d以上とし、

　　　25d（dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

　　　水平補強筋側（梁内側）の重ね長さは12d以上とする。ただし、梁幅が400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重ね長さが

（４）水平補強筋は、一般部あばら筋より1段上の径以上とし（SD295A程度）、開口径の2.5倍以上の長さとする。

（１）開口の左右に配筋する1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの1/2以上または450mm以上（開口径で350mm以上）になる場合は、

　　　開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

　　　所定の位置に配置し、2組目以降はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋の間隔は、

　　　設計ピッチ以下とする。

７．施工における注意事項

６．施工要領例
（１）型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

（２）補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、1組目は必要なかぶり厚さを確保した

（３）孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

　　　（束ね配筋は、2組までは束ねることができるが、3組以上は束ねてはならない。）

（４）ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に4か所以上結束する。

（５）スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（６）開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

（１）ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、下図の「可」の向きに

　　　なるように施工すること。

可可○ ○ ×不可×不可

　　　コ型鉄筋等を開口の左右にそれぞれ1本以上配筋し、この鉄筋にダイヤレンＮＳを結束して固定する。

※

※

H≧350φ

（水平補強筋の長さ）

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

水平補強筋
ダイヤレンＮＳ

開口部上下補強筋

腹筋

水平補強筋（あばら筋の
径より一段上の径以上）

＋

キャップタイ

Ｕ型補強筋

2.5H以上

450mm以上

※かぶり厚さ：40mm以上

【開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）】

（２）補強設計によって中子筋が無い梁に対して3枚以上のダイヤレンＮＳが必要になった場合は、下図のように

３．開口部あばら筋の配筋要領

４．仕様規定

Ａ
ダイヤレンＮＳ

コ型鉄筋Ａ

ダイヤレンＮＳ

コ型鉄筋

sec.Ａ-Ａ

鉄筋コンクリート造

及び鉄骨鉄筋コンクリート造の梁



８. 安全・公害対策

７．施工記録

６．充填材の配合と管理

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

S　－　10Hyper-MEGA工法 特記仕様書

く い の 種 別

試験ぐい

回 数

本ぐい

Hyper-MEGA工法  特記仕様書

１．一般事項

２．使用くい

３．試験ぐい

　　　

           　　　　 (中間径ﾀｲﾌﾟ)　　　 (節部径ﾀｲﾌﾟ) 
 　節ぐい　　　　　  拡頭節ぐい　　　　 拡頭節ぐい　　　　  ｽﾄﾚｰﾄぐい　　　　　拡頭ぐい 

５) 最大施工深さ

４．施工方法

　　

５．掘削装置の形状および寸法

(スクリュー及びロッド)連結シャフト

攪拌ロッド

2,000以下

全体図 くい径：a部の寸法

　　①　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　 　　⑤

    試験ぐいおよび本工事完了後、下記事項を記録した施工報告書を作成し、提出する。

                6. 充填液の材料・配合・使用量

                7. 試験ぐいまたは試験掘削の記録

                8. 本ぐい施工記録

                9. くい配置図

          1. 災害の種類                         くいの施工に伴って発生する労働災害には、くい打機の転倒、接触、挟ま

                         れ、巻き込まれ、衝突、飛来落下、墜落、感電等がある。

          2. 災害の防止

                      a)  作業指揮者及び作業者は、予め定めた手順に従って規律ある作業を行い、

                          安全活動には全面的・積極的に参加する。

                      b)  各種機械の運転責任者は、機械器具の使用前点検を行い、損傷・変形・機

                          能等不具合について修理、交換等必要な措置を講じ、その記録を残す。

                      c)  くい打機の組立・据え付け・解体は、予め定めた計画に基づき、作業指揮

                          者の指揮のもとに行う。

                      d)  現場内の作業地盤は平坦にし、軟弱地盤の場合は転倒防止のためにサンド

                          マット・敷き鉄板・地盤改良等で補強を行う。

                      e)  くい打機や機械器具等の運転は専任の者が行い、資格を要する作業は有資

                          格者が行う。

                      f)  既存の鉄道、道路、高圧架線、電灯線、通信線、建築物、地下埋設物等に

                          近接して作業を行う場合は、元請業者と打ち合わせを行い、関係者の立ち

                          会いのもとに事故防止につとめる。

                      g)  作業者または第３者の接触、挟まれ、転落落下等を防ぐための、立入禁止

                          措置や監視、誘導を行う。

                      h)  作業開始前に、作業員全員による打ち合わせを行い、作業者の配置(役割

                          分担)と作業確認を定め、元請業者への届け出を行う。

                         本工法の施工に伴って発生する公害は、騒音、振動、粉塵、地盤沈下、

                         地下水汚染及び泥土・泥水の場外流出による汚損・土砂の飛散等がある。

                         これらが発生して、近隣環境や第３者に影響を及ぼすことのないよう

                         留意して施工する。

                1. 工事概要

                2. 実施工程表

                3. 使用ぐいの仕様

                4. 施工方法概要

                5. 施工機械の仕様

                10. 地盤調査結果

                1.1回の試験の、供試体の数は杭周充填液および根固め液を各3個とする。

                2.供試体は、(公社)土木学会「ｺﾝｸﾘｰﾄ標準示方書（規準編）」のPCｸﾞﾗｳﾄのﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ率

                  及び膨張率試験方法によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ袋、(一社)ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾙ建設技術協会「埋込工法に用

                  いる根固め液及びくい周固定液の圧縮強度試験方法」によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ袋、又はこれと同

                  等な袋を用いてｸﾞﾗｳﾄﾌﾟﾗﾝﾄより採取し、直径50mm・高さ100mm程度の円柱形に仕上げる。

                3.圧縮試験は、JIS A 1108（ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮試験方法）による。

4.充填液の圧縮強さは、材齢28日として管理する。(上記３）根固め液 参照)

　個々の値は、管理値の85%以上の値にて管理する。

             管理試験は、充填液について下表により行う。

くい先端平均N値（N）と拡大比（ω）に応じて、水セメント比は下記を標準とする

くい先端部に、先端支持力を確保するために拡大根固め部の体積量以上を注入し、

くい充填液は、くい体と地盤とを一体化させる目的で注入する。
くい周充填液材料の基準量(対象土1m あたり)を下表に示す。

＊先端地盤が粘性土の場合は、60%(25N/㎜ )以下 とする。＊（　）内は、管理強度
2

65%（22N/mm ）

65%（22N/mm ）

55%（30N/mm ）

100

100

380

377

380

377

0.500

0.500

65%（22N/mm ）

60%（25N/mm ）

100 380 380 0.500

65%（22N/mm ）1.0≦ω≦1.25

1.25＜ω≦1.75

1.75＜ω≦2.0

65%（22N/mm ）

60%（25N/mm ）

60%（25N/mm ）

セメント種類
セメント 水 注入量

40＜N20＜N≦40N≦20
拡大比

水セメント比

W/C（%）

水セメント比

C（kg） W（㍑） （m ）

2

2

2 2

2

2

2

2

2

高炉セメントB種

エコセメント

普通ポルトランドセメント

3

                1.セメントは、JIS規格を満足するものまたは強度発現特性等の品質が同等以上のものを用いる。

                2.練り混ぜに使用する水は、上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

3

   ２）公害対策

   １）安全対策

   ４）強度の管理

    ３）根固め液

    ２）くい周充填液（W/C＝100%・圧縮強さ：10N/mm ）

    １）材料

２) くいの構成

３) くい径

４)くい姿図

2

20本毎またはその端数につき1回

30本毎またはその端数につき1回

1本毎

継ぎ手のある場合

継ぎ手のない場合

   １）本工事に採用する工法は「Hyper-MEGA工法」(認定番号：TACP-0530号,TACP-0531号,TACP-0532号）とする。

   ２）工事着手前に、工事概要・工程・使用するくいの明細・使用機械等を明記した施工計画書を作成し、

       元請技術者の承認を得る。

   ３）工事の施工および管理は、日本コンクリート工業㈱もしくは日本コンクリート工業㈱が承認した施工会社

が行う。ただし、後者の場合でも地盤の許容支持力については、日本コンクリート工業㈱が責任を負う。

１) くいの構造

   １）試験ぐいの位置および数量は、設計図書による。地盤調査結果・敷地状況・建築物の平面計画等を考慮

   ２）試験ぐいは、本工事に先立ち、設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

   ３）試験ぐいは、使用予定の機械及び設備、掘削液と充填液の配合・使用量の適否、地盤構成と先端地盤

⑤くいの建て込み

④根固め部築造・引き上げ

③混合撹拌

②拡翼・拡大掘削

①施工機据え付け・くい芯ｾｯﾄ

 　礫質地盤の逆転拡大タイプヘッドの場合）を下図に示し、その概要を以下に記述する。

 　本工法の標準的な施工手順（拡翼作業を伴い拡大掘削長がくい長の30%以上で先端地盤が砂質または

　　①節ぐい(拡頭節ぐい,複合節ぐいを含む)の径は、以下のものとする。

　　　　節部径 φ1200～φ440

      　軸部径 φ1000～φ300

　　②ｽﾄﾚｰﾄぐい(拡頭ぐいを含む)の径は、以下のものとする。

　　　　くい径 φ300～φ1200

　　(拡頭ぐいを含む)により基礎ぐいを構成する。ただし、下ぐいには必ず節ぐいを使用する。

　　節ぐい(拡頭節ぐい,複合節ぐいを含む)のみ、または節ぐいとこの上方に継いで使用するｽﾄﾚｰﾄぐい

　　使用するくいは下記のものとする。

　　①平成13年国土交通省告示第1113号第8第1項第二号、第三号、第四号、第五号及び第六号の何れかに

　　　基づきｺﾝｸﾘｰﾄの許容応力度が規定され、くい体の許容耐力が明らかな既製ｺﾝｸﾘｰﾄくい。

　　②建築基準法施工令第90条、平成12年国土交通省告示第2464号第1、第2に基づき鋼材の許容応力度が

　　　規定され、くい体の許容耐力が明らかな鋼管。

　　最大施工深さは、先端地盤が砂質地盤の場合はくい施工地盤面－68.0m、先端地盤が礫質地盤の場合

　　使用するくいの姿図の例を示す。 

　　はくい施工地盤面－68.0m、先端地盤が粘土質地盤の場合はくい施工地盤面－60.0mとする。

       し、設計者と協議して決定する。

       の確認、地盤の崩壊と逸水の有無、施工能率とくいの設置精度の確認を行い、施工性を把握するもの

       である。

　　掘削芯を確認しつつ、適宜、掘削液を送りながら地盤に適した速度で所定の位置まで掘削する。

　拡大掘削して引き上げる。

　　掘削底でｵｰｶﾞｰﾍｯﾄﾞを逆転させ、拡大羽根を開き、充填液を吐出しながら、所定の深度まで、

　3回以上これを繰り返す。
　　拡大掘削部で掘削装置を上下反復して、充填液と掘削土砂とを混合撹拌する。上下反復作業は

　根固め部を築造した後、閉翼して掘削装置を引き上げる。
　　拡翼状態で所定範囲にて根固め液を注入しながら、上下反復を3回以上且つ3分以上混合攪拌し

　　鉛直性を確認しながらくいを建て込み、所定位置に定着させる。

φ400-300：450
φ440-300：500
φ450-300：500
φ500-400：550
φ550-400：600
φ600-450：650
φ650-500：700
φ700-500：750
φ750-600：800
φ800-600：850

φ900-700：950
φ1000-800：1050
φ1100-900：1150
φ1200-1000：1250

3,000～10,000

1,000～10,000

1,000～10,000

a

拡大ヘッド

スリットスクリュー

a

b

くい径：a部の寸法－b部の寸法

a：基準掘削部径

b：拡大掘削部径

くい径：a部の寸法

φ400-300：450
φ440-300：500
φ450-300：500
φ500-400：550
φ550-400：600
φ600-450：650
φ650-500：700
φ700-500：750
φ750-600：800
φ800-600：850

φ900-700：950
φ1000-800：1050
φ1100-900：1150
φ1200-1000：1250

φ400-300：450-(450～900)
φ440-300：500-(500～1000)

φ450-300：500-(500～1000)
φ500-400：550-(550～1100)
φ550-400：600-(600～1200)
φ600-450：650-(650～1300)
φ650-500：700-(700～1400)
φ700-500：750-(750～1500)
φ750-600：800-(800～1600)
φ800-600：850-(850～1700)
φ900-700：950-(950～1900)

φ1000-800：1050-(1050～2100)

φ1100-900：1150-(1150～2300)

φ1200-1000：1250-(1250～2500)

3,000～10,000

400～1,000

3,000～10,000

400～1,000

a
a

(単位：ｍｍ）

拡
大

掘
削
部

（
2m

～
杭

長
の

50
%
） [根

固
め

部
＝

2
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つ
De]

通
常

掘
削

径
以

下



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

最小杭長（m） 5.0 5.0 5.0 5.0 5.05.0

１．件名

生ずる力に対する地盤の許容支持力

長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力1)

2) 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

1

3

2

3

ここで、（ⅰ）,（ⅱ）式において、

先端支持力係数（α=98.1）

Aw：

ただし、N≦20（砂質土）、N≦6（粘性土）

抵抗面積（各翼と底板の面積の和）（m2)

π

4

4

i=1

Dwi：

D0 ：

第ⅰ翼の径（m）

N ：

Ra =   αNAw （kN）・・・・(ⅱ)

杭本体の径（m）

(2)

最大施工深さ（m）

杭本体の径 D0（mm） 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

14.8 18.1 21.4 24.7 28.1 30.0

最大施工深さ：30m以下かつL/D0≦130とする（L：杭長）

Aw =　  { Σ Dwi
2 － 3D0

2 }

α：

最大施工深さおよび最小杭長

Ra =   αNAw （kN）・・・・(ⅰ)

２．本工法により施工される基礎杭の許容支持力を定める際に求める長期ならびに短期に

先端部N値（各翼の深さ方向中心における標準貫入試験N値の平均値）（回）

杭仕様１．

【押込み方向の許容支持力および適用範囲】

【構造および規格】

Aw(m
2)

D0(mm) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

0.3109 0.4056 0.5130 0.6330 0.7655 0.8800

貫入量1mあたりの半回転数（回/m）

Nの算出に用いるN値として、下記のN´を用いる。4翼式杭でN>6として適用する場合は

砂質土であることを確認する。ただし、Nswは300を上限とする。

Wsw：荷重（kg）

Nsw：

※オ－トマチックラムサウンディング試験値を用いる場合

Nの算出に用いるN値として、下記のN´を用いる。4翼式杭でN>6として適用する場合は

砂質土であることを確認する。

N´=(Ndm-0.0041Mv)×0.8 （回）

Ndm：測定された打撃回数（回/20cm） 

回転トルク（kg・cm） Mv ： 

３．杭材から決まる許容鉛直支持力

F* ：設計基準強度（N/mm2）

杭材の長期許容応力度（＝F*/1.5）（N/mm2）

Ra2：杭材から決まる長期許容鉛直支持力（kN）

ここで、

F* = F・(0.80+2.5t/r) かつ F*≦ F

杭材の許容応力度を決定する場合の基準値

t  ：腐食しろを除いた厚さ（mm）

鋼管の半径（mm）r  ：

Ae ：腐食しろを考慮した杭材の有効断面積（mm2）

（STK400→235N/mm2 、STK490→325N/mm2）

階数＜3、高さ≦13m、軒の高さ≦9m、延べ床面積≦500m2
工業化認定住宅または下記の範囲にある建築物を対象とする

昭和55年建設省告示第1790号による特定建築物は対象としない

４．適用範囲

(1)適用する地盤の種類

基礎杭の先端付近の地盤の種類：砂質土、粘性土

Ra2 = fe・Ae・10-3 （kN）

fe ：

F ：

【継手】

杭本体の厚さが6mm未満の場合

裏当て金具

4.0mm～5.0mm

ルート間隔

杭本体の厚さが6mm以上の場合

裏当て金具

0～2.4mm

ルート間隔

溶接継手例

【基礎とフーチング形状例】

【杭頭接合部例】

【認定番号】

杭頭補強筋による接合方式

杭頭補強筋

杭本体部

2
0
0
m
m
程

度

杭頭埋込み方式

杭本体部

1
D
0
以

上

B B

B
B

B A B

B
B

B B1.41A

B
B

1
.
4
1
A

A

A

杭芯間隔（推奨値）：

縁あき（推奨値）　：

A = ( Dw1+Dw2+Dw3+Dw4 )／4×2

B = 1.25×D0

(mm)

杭芯間隔

A

(mm)

縁あき

B

(mm)

114.3

139.8

165.2

190.7

216.3

267.4

650

750

850

150

950

1,050

1,150

B A B

B
B

0
.
8
7
A

B B

B
B

A

B BA

A

※認定・評定による規定はなく、設計者の判断によります

200

250

250

300

350

D0

杭径

取得年月日

平成11年1月13日

Dw1

(mm)

Dw2

(mm)

Dw3

(mm)

Dw4

(mm)

翼　　径

250 300 350 400

450400350300

450

500 550

500 550

600 650

600

350

400 450

400 450

500 550

500

D0

(mm)

径

114.3

139.8

厚さ 厚さ

(mm)

twt

(mm)

4.5

6.0

4.5

12

12

12

SS400

SS400

216.3

267.4

8.2

12.7

8.0

9.3

12.7

16

16

SS400

SS400

165.2

190.7

7.1

7.0 STK490

STK490

16

16

12

使用材料２．

材質

6.6

材質

杭 本 体 部 翼　　　部

STK490

STK490

SS400

SS400

規　　　格

杭本体部

杭先端部

部　材

JIS G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管　　STK400、STK490

JIS G 3106  溶接構造用圧延鋼材　　　SM400、SM490

D0

L
w

L
w

L
w

t

Dw1

Dw2

Dw3

twH

[杭先端]

掘削刃

114.3

70

139.8

80

165.2

100

190.7

110

216.3

120

267.4

130

D0 (mm)

H (mm)

※ Lw：杭間隔＝1,330(mm)

※ H：ストローク

Dw

D0

JIS G 3101　一般構造用圧延鋼材　　　SS400

Ｔ・Ｗｉｎｇパイル（4翼式杭）工法

N´=(0.02Wsw+0.067Nsw)×0.8（回）

※SWS試験値を用いる場合

STK400

STK400

T・Wingパイル

認 定 番 号

10建設省玉住指発第88号

名　称

Dw4

3.2mm～6.0mm 3.2mm～6.0mm

1.0mm～4.0mm

株式会社　テクノ九州

本社　　佐賀県神埼市神埼町尾崎2807

ＴＥＬ：0952-52-8778　ＦＡＸ：0952-52-8970

T・Wingパイル（4翼式杭）工法設計標準

T・Wingパイル（4翼式杭）工法設計標準 S － 10 - 1



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

特記なき限り下記による

　　ボーリング調査位置図

・設計GL＝KBM+490

（H＝±0.00 m）
△KBM4

90

▽設計GL

1
2
0

3
70

土質柱状図(１)

（H＝±0.00 m）
△KBM4

90

2
9
0

2
00

▽設計GL

▽
杭天端

▽
杭先端

2
50

1
6,

0
00

1
5,

7
50

2
,
10

0

18
,
10

0

2
,
35

0

2
50

▽
杭天端

▽
杭先端

1
6,

0
00

1
5,

7
50

2
,
10

0

2
,
35

0

18
,
10

0

S　－　11



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：NON
A3：NON

土質柱状図(２)

（H＝±0.00 m）
△KBM49

0

▽設計GL

4
0

4
50

特記なき限り下記による

　　ボーリング調査位置図

・設計GL＝KBM+490

S　－　12

25
0

▽
杭天端

▽
杭先端

16
,0

0
0

15
,7

5
0

2
,
10

0

2
,
3
50

1
8
,1

0
0



杭天端レベル　設計GL- 2,935m

杭先端レベル　設計GL-17,935m

275

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

S　－　13杭伏図

1X6

9,000

既存建物

8,400 8,400 4,500 4,200

34,200

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

8,700

既存建物

既存基礎

300 300 300

275 275

C40

F40A

P40A

C40

F40A

P40A

C40

F40A

P40A

C40

F40A

P40A

C40 C40 C40

F50A

P50A

F50A F50A

P50AP50A

C40

F50A

P50A

C40

F50A

P50A

C40

F50A

P50A

C40

F50A

P50A

C40

F50A

P50A

C40

F50A

P50A

C40

F50A

P50A

C40 C40 C40

P50A

F50A F50A

P50A

C40

F40T

P40T

C40

C40

F40A

P40A

C40

F40A

P40A

C40

F40A

P40A

C35

F40A

P40A

C35

F40A

P40A

C35

1Y5

7
,
4
50

3,
6
50

5
,4

0
0

1Y4

30
0

30
0

F40C

P40C

F50A

P50A

Y方向

X方向

8
,4

0
0

3
,
00

0
8
,
40

0
5
,4

0
0

1Y1

1Y2

1Y3

1Y4

1Y5

7
,
4
50

39
,1

50

1Y6

6
50

0

30
0

26
0

26
0

3
00

2,800

1X7

275

1Y7

6,
5
00

1Y7

F40B

P40B

F40A

P40A

C35 C35

F40T

P40T

375

3,575

2905

1Xa

310360

柱芯

27
5

27
5 柱芯

9
0

38
1
0

2
60

0

C35

F40B

P40B

1Y6

1Yb

1Ya

接続コア伏図　　1/100

－1Xb

F1

P1

500 500

5
0
0

5
00

か
ぶ

り

4
0
d

△ﾌｰﾁﾝｸﾞ下面

a

t

D

λ

a:のど厚(mm)

  9.0mm

D:定着鉄筋径(mm)

  a＝λ/√2

λ:脚長(mm)

t:板厚(mm)

2
5
0

150mm:P40A,P40B,P40T,P50A

杭頭補強要領図

200mm:P40C

片側必要溶接長さ 

杭頭補強筋

 8-D29(SD390):P40A,P40B

10-D29(SD390):P40T,P50A

※校舎増築棟

・・杭符号

・・基礎符号

・・柱符号

P

F

C

杭伏図　 　　1/100

特記なき限り下記による

杭全長

(ｍ) 杭径

杭径

(mm) 杭種
杭符号 記号

P40A

P40B

P40C

長さ

定着長含む

定着長含む

定着長含む

拡大比

（ω）

1.00

1.00

1.00

支持力

（kN）

杭本数

（本）

1

杭径 杭種 長さ

上 杭 下 杭

φ400

φ400

φ400

16.0

16.0

15.0

φ400-550

φ400-550

φ400-550

鋼管長3.5m

鋼管長3.5m

鋼管長3.5m

φ4055･40

φ4055･40

φ4055･40

HF-ONA105-A1

HF-ONA105-A1

HF-ONA105-A1

1,500

1,800

1,800
(t=9.0mm,SKK490)

(t=9.0mm,SKK490)

(t=9.0mm,SKK490)

ｴｽﾀｽ105-ⅠB

ｴｽﾀｽ105-ⅠA

ｴｽﾀｽ105-ⅠA

φ5070･50P50A 1.00 13φ500-70016.0 鋼管長3.5m HF-ONA123-A1 3,100
(t=9.0mm,SKK490)
ｴｽﾀｽ105-ⅡA

φ500
定着長含む

P40T
定着長含む

1.00φ40016.0 φ400-550鋼管長3.5mφ4055･40
HF-ONA105-A1

(T100)
1,400

(t=9.0mm,SKK490)
ｴｽﾀｽ105-ⅠC

10

2

2

7.0m

7.0m

7.0m

7.0m

7.0m

9.0m

9.0m

9.0m

9.0m

8.0m

28

600

550

500

450

板厚(mm) 翼間隔(mm)

1330

材質

SM490A

翼 部

第4翼

第3翼

第2翼

第1翼

外径(mm)

19.0

杭符号
材質板厚(mm)

8.2

杭全長(m)

5.0

外径(mm)

216.3

本体部

P1

記号
支持力

（kN）

475

杭本数

（本）

4

既製杭リスト

鋼管杭リスト 接続コア棟：T・Wing(4翼式杭)　(認定番号：10建設省玉住指発第88号）

・　　は、壁芯を示す

・　　は、柱芯を示す

・　　は、杭芯を示す

・支持層への到達の確認方法は監理者の指示による

・試験杭位置、本数は監理者の指示による

　補強について協議する

・施工後の杭偏心距離を実測し、監理者に報告し設計者・建築主事と

・杭先端レベルは、設計GL- 18,100 とする 

・杭先端レベルは、設計GL-  7,000 とする （※接続コア棟）

・杭天端レベルは、設計GL-  2,100 とする （※接続コア棟含む）

校舎増築棟：Hyper-MEGA工法(標準型)　(認定番号：TACP-0530,TACP-5031)

　　杭継手：トリプルプレートジョイント

杭頭補強要領図

※接続コア棟

△ﾌｰﾁﾝｸﾞ下面

杭頭補強筋

4
0
d

2
0
0

溶
接

長
 
6
0
m
m

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ

設計基準強度

Fc=24N/㎜2

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ

設計基準強度

Fc=24N/㎜2

10-D32(SD390):P40C

6-D16(SD295):P1

STK490



F
G
13

・　　　 は、配管ピットを示し、土間天端レベルは設計GL-1500 とする 

柱芯柱芯

1X6

9000

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

Y方向

X方向

8
4
00

30
0
0

84
0
0

5
4
00

1Y1

1Y2

1Y3

1Y4

1Y5

特記なき限り下記による

既存建物

8400 8400 4500 4200

34200

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

8700

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯柱芯

7
45

0

39
15

0

1Y6

6
50

0

既存建物

既存基礎

30
0

26
0

26
0

3
00

300 300 300

275

柱芯

275

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

基礎伏図  　　1/100

基礎伏図 S　－　14

F50A

F40B

F50A

F
B
1

F50AF40A

F40A

F40A

F40A

F50A

F50A F50A

F50A F50A

F50A F50A

F50A

F50A

F40A

F40T

F40A

F40A

F40A F40A

F40AC35

C35 C35 C35

S*

主
筋

方
向

S
*

主筋方向

・(     )内数値は、設計GLからのスラブ天端レベル を示す

　上記以外の範囲は、埋戻し土 とする

FG1 FG1 FG1 FG3

FG2

FG2

FG2

FG2

FG2

FG1FG1FG1

FG4
F
G
11

F
G
11

F
G
11

F
G
11

FG
1
1

FG
1
1

FG
1
1

FG
1
1

FG5

FG5A

F
B2

FB7

F
CG
1

F
CG
1

F
G
12

F
G
13

F
G
13

FG6

FB
4

F50A

F40C

FB
4

FG2

FG1

FG
1
1

FG
1
1

FG
1
1

FG
1
1

FG
1
1

FG
1
1

F
G
16

FG2A

FG2A

25(芯ズレ)

FB
5

FB6

・スラブ主筋方向は、符号の向きによる

・地中梁天端レベルは、設計GL-200 とする

(-1485)

FS25

EVピット

梁側面
増打

F
G
14

2800

1X7

柱芯

275

FG
1
5

FG
1
5

1Y7

FB3 FB3

27
9
0

3
71

0

F40B

1Y5

7
45

0
3
65

0
5
4
00

1Y4

30
0

柱芯

30
0

柱芯

6
50

0

1Y7

柱芯

27
5

27
5 柱芯

3575

22
0
0

1
45

0

壁芯

9
0

38
1
0

壁芯

2
60

0

C35

25(芯ズレ)

310

壁芯

1Y6

1Yb

1Ya

360

壁芯

1Xa

2905360

接続コア伏図　　1/100

FG
2
1

FG
2
1

F40T

C35

FG5A

1Xb

FG21

FG21

F1

F1 F1

F1

・　　 は、集水桝(500×500×H300) を示す 



EV

FG
1
1

柱芯

1X6

9000

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

Y方向

X方向

8
4
00

30
0
0

84
0
0

5
4
00

1Y1

1Y2

1Y3

1Y4

1Y5

特記なき限り下記による

既存建物

8400 8400 4500 4200

34200

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

8700

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯柱芯

7
45

0

39
15

0

1Y6

6
50

0

既存建物

1階床梁伏図

１階床梁伏図　 　　1/100

既存基礎

・スラブ天端レベルは、設計GL+350 とする

30
0

26
0

26
0

3
00

300 300 300

275

柱芯

275
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・壁符号は、W20 とする

1Xb

・スラブ主筋方向は、符号の向きによる

S*

主
筋
方

向

S
*

主筋方向

・　　　 範囲は、基礎柱上保護コンクリート範囲 を示す

・間柱符号は、軸組図参照とする

・土間コンクリート天端レベルは、意匠図による

・　　　 は、土間コンクリート（t=150）を示す 

・　　 は、床下点検口(600×600) を示す 

・　　　 範囲は、スラブ天端レベル 設計GL+15 を示す
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津屋崎中学校校舎増築１期工事

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称
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津屋崎中学校校舎増築１期工事

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

S=1/30

A1：S=1/30
A3：S=1/60

偏心基礎 ベース筋の配筋要領

※偏心方向のベース筋は

下側配筋
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▽ △

偏心距離

端部を40d立ち上げること （ﾌｯｸ付)
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梁
せ

い

立上り壁配筋要領図

▽設計GL

45
0

120 1-D13

D10@200S

L
2

2
0
0

X向主筋（外側）FG1～FG6、FG21

X向主筋（外側）FG1～FG6、FG21

Y向主筋（内側）FG11～FG16、FG21

Y向主筋（内側）FG11～FG16、FG21

　※ 梁天端レベルが同じ場合。基礎梁配筋方向

津屋崎中学校校舎増築１期工事

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

地中梁リスト・小梁リスト
A1：S=1/40
A3：S=1/80

1.特記なき限り、巾止め筋はD10@1000以内とする。

2.腹筋にD13以上を使用する場合は、柱にL2定着とする

全断面

FG6符号

断面名

FG1

全断面

FG2

全断面

FG2A

中央

FG3

全断面

FG4

端部 中央

FG5

端部 中央

FG5A

全断面1X1通端 1X2通端

1,
8
0
0

1,
8
0
0

1,
8
0
0

1,
8
0
0

1,
8
0
0

1,
8
0
0

1,
8
0
0

1,
8
0
0

8-D138-D138-D13

 -D13@200 -D13@200 -D13@200 -D13@200 -D13@200 -D13@200 -D13@200

4/2-D254/3-D254/4/2-D254/4-D254/3-D254/2-D254/2-D254/2-D25

4-D254/3-D254/4-D254/3-D254/2-D254/2-D254/4-D254/2-D254/2-D25 4/2-D25

4/2-D25

 -D13@200

8-D13

スターラップ

下 端 筋

上 端 筋

600600650650650650650 600

断　面

▽設計GL

断面名

符号

7
0
0

全断面

400

中央端部

35
0

9
0
0

B1 B2

腹　筋

スターラップ

下 端 筋

上 端 筋

 -D10@200

3-D19

3-D19

2-D104-D10

4-D22 4/2-D22

4-D22

 -D13@200

4-D22

1.特記なき限り、巾止め筋はD10@1000以内とする。

小梁増打コンクリート補強筋要領図

断　面

地中梁リスト　S=1/40

小梁リスト　S=1/40

350

梁の増打補強配筋は下図により, 増打幅(a)が 70mm 以上 かつ

300mm 以下の場合に適用する。

なお, スラブの鉄筋の定着長さは,増打部分を除いて算定する。

材質はSD295とする

 D13@300とする)
(梁の主筋がD13の場合は
D16@300

増打部分

小梁あばら筋と同径,同間隔

L
2

ａ

S　－　17

▽設計GL

2
0
0

4/3-D25

符号

断面名

腹　筋

スターラップ

下 端 筋

上 端 筋

FG16

全断面

FG11

全断面

FG12

全断面

FG13

全断面

FG14

全断面

FG15

全断面断面名
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1
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4/3-D25

 -D13@200

4/2-D25 4/2-D25 4/2-D25 3/2-D25 4-D25

4/2-D25 4/2-D25 4/2-D25 3/2-D25 4-D25

 -D13@200  -D13@200  -D13@200  -D13@200  -D13@200

8-D13 8-D13 8-D13 8-D13 8-D13腹　筋

スターラップ

下 端 筋

上 端 筋

650650 650 600 550 600

断　面

断　面

8-D13

▽設計GL

2
00

▽設計GL

2
0
0

全断面

FB4

5-D22

5-D22

450

1
,
8
0
0

 -D13@200

全断面

FB5

3-D19

3-D19

 -D10@200

全断面

 -D13@200

FB6

4-D22

4-D22

FB7

3-D19

3-D19

10-D13 6-D10

1
,
3
0
0

350

 -D13@200
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1
,
8
0
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4-D25

4-D25

全断面全断面
1
,
8
0
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1
,
8
0
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350

 -D10@200

10-D1010-D10 10-D10

全断面

 -D13@200

FB3

1
,
3
0
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6-D10

4-D19

4-D19

1
,3

0
0

中央端部

FB1

5/2-D22

5-D22

5-D22

5-D22

 -D13@200

450

中央端部

5/2-D22

5-D22

5-D22

5-D22

 -D13@200

FB2

450

1
,
80

0

10-D136-D10

全断面

 -D13@200

8-D13

FG21

1
,
80

0

400

4-D22

4-D22

あばら筋補強筋

梁天増打

注記）増打部分のコンクリート強度は基礎梁と同強度とすること

軸方向補強筋

軸方向補強筋

スラブ筋

あばら筋補強筋

B

3
5
d

a

基礎梁（先打ち）

20

4
0
0

鉄骨柱

エラスタイト(四周)

    　鉄骨柱と増打部分はエラスタイト等で四周を巻いて縁を切ること

※土間スラブの増打部分は除く

   0 ＜ a ≦ 200

 200 ＜ a ≦ 300

 300 ＜ a ≦ 600

 600 ＜ a 　 　 

B ≦ 350 350 ＜ B ≦ 750 750 ＜ B

軸　方　向　補　強　筋

2-D13

2-D16

2-D22

2-D25 3-D25

3-D22

3-D16

3-D13 4-D13

4-D16

4-D22

4-D25

あばら補強筋

あばら筋補強筋はスターラップ

と同径，同ピッチとする

あばら筋補強筋はスターラップ

と同径，同ピッチとする

あばら筋補強筋はスターラップ

と同径，同ピッチとする

あばら筋補強筋はスターラップ

と同径，同ピッチとする

梁増打部補強要領図

Lo

L：カットオフ長さ

Lo ：内法スパン

LL

L L

　カットオフ筋要領図

Lo/4+15d をカットオフ長さに置き換えるものとする。

Lo/4+15d とする。

リストに表記している主筋のカットオフ長さＬは

リストに記載がない場合は、主筋のカットオフ長さＬは

8-D138-D138-D138-D13腹　筋

カットオフ長さ 2,950 2,850



・鉄骨柱符号は、「 C40 」とする
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

Y方向

X方向

8
4
00

30
0
0

84
0
0

5
4
00

1Y1

1Y2

1Y3

1Y4

1Y5

G588 G588

G
5
88

G5
8
8

G5
8
8

G
5
88

G5
8
8

G5
8
8

G
5
88

G5
8
8

G5
8
8

G5
8
8

B4
0

B
40

B
25

B
40

B
40

B
40

B
40

B
40

B
25

B
25

B
25

B
25

B
25

B
25

B
25

B
25

B4
0

B4
0

B4
0

B4
0

B35

B
25

B4
0

B
40

G588

G588 G588

G588

G588 G588

G588

G588 G588

G588

1
0
00

G5
8
8

G5
8
8

CS15 CS15 CS15

UP
DN

G5
8
8

G
5
88

26
8
0

B
35

既存建物

C
G3

90
(
-8

5
0)

C
G3

90
(
-8

5
0)

(-850)

G4
4
0

8400 8400 4500 4200

34200

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

8700

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯CS15柱芯

B440

水勾配

B25

(-850)
B25

水勾配
7
45

0

39
15

0

1Y6

6
50

0

C35

G440

G
44

0

G440 C35

既存建物

G588

CS15 CS15 CS15

B
4
5A

B
4
0A

B
4
0A

B
4
5A

B4
0
A

B4
0
A

B4
0
A

B
3
5A

B3
5

B3
5

２階床梁伏図

1
0
00

30
0

柱芯

26
0

3
00

26
0

275 275

柱芯 柱芯

300 300300

(B=100mm)
Exp.J

C35 C35

B
3
5

B
3
5

B
35
A

G5
8
8

G5
8
8

B35

UP DN

2
69

5

B
44

0

S　－　18

(
-
85
0
)

B
25

2400 2100 2100 2100 2100 2100 2100 2100 2100 2100 2100 2100 2100 2400

2100 2100

2125 2100 2100 2125

1
65

0

B25 B25 B25 B25B25

25(芯ズレ) 25(芯ズレ)

B
30

EV

B3
5
A

G588

B
30

2100 2400

B30

G588

G588

G
5
88

2800

275

柱芯

C35

B
3
5

1400 1400

G
44

0

1Y7

1X7

1Y5

1Y6

7
45

0
3
65

0

1Y4

5
4
00

柱芯

30
0

30
0

柱芯

柱芯

26
0

1Y3

84
0
0

1Y7

6
50

0

3575

C35

G
44

0

壁芯

9
0

38
1
0

壁芯

2
60

0Exp.J Exp.J
(B=150mm)

特記なき限り下記による

２階床梁伏図　 　　1/100

・スラブ張方向は、　　 を示す

・スラブ天端レベルは、SL±0 とする

・スラブ符号は、 DS1　とする

・鉄骨天端レベルは、SL-150 とする

・間柱符号及び、大梁継手位置は、軸組図参照とする

・(    )内数値は、SLからの鉄骨天端レベルを示す

主筋

CS*

1,000mm定着

①　　　　 は、1,000mm定着すること

片持ちスラブ定着要領図

DS1

CS15

接続コア部
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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A3：S=1/200

軸組図（2）

特記なき限り下記による（※各通り共通）
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

軸組図（3）

・       は、増打を示す

・  Ｊは、継手位置を示す

特記なき限り下記による（※各通り共通）
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

軸組図（4）

特記なき限り下記による（※各通り共通）

・  Ｊは、継手位置を示す

・       は、増打を示す
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P125

P125

P125

P125

P125

G488

G588

FG11

G488M
C

PL-25

PL-25

B440

C30

C部 納まり図  1/30

※1X1A/1Y4も同様とする。

B440

1Y2 1Y3 1Y4

1Y2 1Y3 1Y4

1Y2 1Y3 1Y4

P125P100

bb

1
0
0
0

J

10
0
0

J



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

特記なき限り下記による（※各通り共通）

・  Ｊは、継手位置を示す

・       は、増打を示す

43
5
0

3
85

0
38

5
0

梁天端

2SL

梁天端

3SL

1
50

1
5
0

15
55

0

35
0
0

6
50

設計GL
1SL

3
5
0

PHSL

梁天端

7
0

RSL
1
50

梁天端

1Y1

G588

G488

8400

G588

G488

3000 8400

G588

G488

G488 G488G488

J

1000

J

1000 800

J J

800 1000

J

1000

J

5400

梁天端

2
58

G488

1000 1000

J

G440

1X4通り軸組図　 　　1/100

C40 C40 C40 C40 C40

1Y2 1Y3 1Y4 1Y5

J

1000

J

P125P125

G488

G588

P125

P125

柱芯 柱芯柱芯 柱芯 柱芯

300 260 260 300300 275

柱芯

J

1000

柱芯

J

1000

J

1000

1Y6

C35C35

G440

39150

7450

a a a a a

a a a a a

b b b b b b b b b b

P125

FG11 FG11 FG12 FG13 FG13FG11

軸組図（5） S　－　25

・地中梁天端レベルは、設計GL-200 とする

・B.PL下端レベルは、設計GL-150 とする

基礎下端

2
3
50

地中梁天端

F40A F40AF40AF50AF50AF50AF50A

20
0

4
3
50

3
8
5
0

3
8
50

梁天端

2SL

梁天端

3SL

1
50

1
5
0

1
5
5
50

35
0
0

65
0

設計GL
1SL

3
5
0

PHSL

梁天端

70

RSL

15
0

梁天端

1X5通り軸組図　 　　1/100

地中梁天端

基礎下端

23
5
0

20
0

P125

P125

P125

a

G588

G488

1Y1

8400 3000

G588

G488

G488 G488

J

1000

J

1000 800

J

G488

G488

G588

19800

C40 C40

1Y2 1Y3

1Y4

P150

P150

P150

P150

柱芯 柱芯 柱芯

300 260 260

a

b b

a

a

bb

a

a

bb

FG11 FG11

F40T

FG2

4
3
50

3
8
5
0

3
8
50

梁天端

2SL

梁天端

3SL

1
50

1
5
0

1
5
5
50

35
0
0

65
0

設計GL
1SL

3
5
0

PHSL

梁天端

70

RSL

15
0

梁天端

地中梁天端

基礎下端

23
5
0

20
0

1X6 -3200 通り軸組図　　1/100

1Y4 1Y5

B30

B30

EP12EP12

EP12EP12

EP12EP12

B30

B30

B30

G488

G488

G588

FB5

G488

G488

G588

300300

5700

柱芯 柱芯

B30

1Y1 1Y8
27750

FG3 FB6 FG4

1000 1000
J J

J

1000(2F,3F)

S18A

1
0
0
0

J

10
0
0

J

1Y7

6500

F40B

275

柱芯



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

特記なき限り下記による（※各通り共通）

・  Ｊは、継手位置を示す

・       は、増打を示す

4
3
50

3
8
5
0

3
8
50

梁天端

2SL

梁天端

3SL

1
50

1
5
0

1
5
5
50

35
0
0

65
0

設計GL
1SL

3
5
0

PHSL

梁天端

70

RSL

15
0

梁天端

・地中梁天端レベルは、設計GL-200 とする

・B.PL下端レベルは、設計GL-150 とする

地中梁天端

基礎下端

23
5
0

20
0

S　－　26

1000

J

G488

43
5
0

3
85

0
38

5
0

梁天端

2SL

梁天端

3SL

1
50

1
5
0

15
55

0

35
0
0

6
50

設計GL
1SL

3
5
0

PHSL

梁天端

7
0

RSL
1
50

梁天端

1X6通り軸組図　 　　1/100

梁天端

1000

C40 C40

B440

2
58

1000

C40

G488

G588

G488

P125

P125

P125

J J

5400

1Y4 1Y51Y3

8400

柱芯

300

柱芯

260

300

基礎下端

柱芯

a

a

b b

a

b b

a

a

b b

a

C35 C35

1000

J

CG390

7450

1Y6

27750

柱芯

275

3650

FCG1

CS18

2200 1450

保護コン

Exp.J (B=100mm)

11
1
5

SL

F40C

梁上CT

地中梁天端

基礎下端

2
3
50

F40A

3
18

5

F50A F40A F40A

20
0

1X6B通り軸組図　 　　1/100

既存建物

梁天端 1
50

3
6
50

7
0
0

軸組図（6）

G488

G588

FG14

EP17
EP15

P125

P125

P125

J

1100

FG16

15
0

※

梁上CT PL-12

PL-9 @600

PL-9 @600

D

D部 納まり図  1/30

P125

1
0
0
0

J

6500

1Y7

G440

C35

柱芯

CG390

CS18

FCG1

3650

14502200275

1000

J

F40B

既存建物

梁天端 15
0

3
65

0
7
0
0

Exp.J (B=100mm)

P125

1Y7

275

柱芯

6500

1Y6

275

柱芯

G440

J

1000

J

10001000

J

FG15

P125

F40T

設計GL

23
5
0

1SL

11
1
5

3
3
7
5

44
9
0

地中梁天端20
0

1Ya

3810

1Yb 1Ya

3810

1Yb

基礎下端

※接続コア棟

FG21 FG21

2200

1Xa、1Xb通り軸組図　　1/100

1Xa 通り軸組図 1Xb 通り軸組図

FG15

350

・壁符号は、W20 とする

壁芯 壁芯 壁芯 壁芯

11
15

SL

FG13

P125

F1 F1 F1 F1

WB1
WB28

50

1
20

0

705 705

RSL

増打ち勾配 増打ち勾配



壁梁リスト

記　号

壁　厚

断　面

WB1

全断面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

2 - D13

2 - D13

   - D10 @200

備　考

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/NON
A3：S=1/NON

鉄骨部材リスト

備　考符　号 部　材 材　質

RF

BCR295

BCR295

BCR295

特記）材質は、SS400 とする

BCR295

2F

1F

3F

□- 400 x 400 x  16

1F

□- 400 x 400 x  22

□- 350 x 350 x  12

BCR295RF □- 300 x 300 x  12

C35

BCR295

C40
□- 400 x 400 x  22

□- 400 x 400 x  16

鉄骨部材リスト

S　－　27

C30

□- 100 x 100 x  6

□- 125 x 125 x  6

□- 150 x 150 x  6

P100 STKR400

P125 STKR400

STKR400P150

EP17

EP15

レール支持柱

レール支持柱

レール支持柱H - 175 x 175 x 7.5 x  11

EP12 H - 125 x 125 x 6.5 x   9

H - 150 x 150 x   7 x  10

SN490BH - 488 x 300 x  11 x  18G488M

H - 488 x 300 x  11 x  18G488

H - 450 x 200 x   9 x  14G45

G440 H - 440 x 300 x  11 x  18

G588 H - 588 x 300 x  12 x  20

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

CG390 H - 390 x 300 x  10 x  16

CB100 H - 100 x 100 x   6 x   8

B35,B35A

B40,B40A

B45,B45A

B25

B30

H - 250 x 125 x   6 x   9

H - 300 x 150 x 6.5 x   9

H - 350 x 175 x   7 x  11

H - 400 x 200 x   8 x  13

H - 450 x 200 x   9 x  14

B440 H - 440 x 300 x  11 x  18

B50 H - 500 x 200 x  10 x  16

H - 100 x 100 x   6 x   8B100

H - 150 x 150 x   7 x  10EB15T

EB12T H - 125 x 125 x 6.5 x   9

EV吊りビーム

EV吊りビーム

H1 □- 100 x 100 x3.2 STKR400

水平ブレース1 - M16 (T,B付き)V1

階段 PL- 4.5加工段板

根太

ササラ桁 PL-  16 x 300

壁リスト

L -  65 x  65 x  6@450

開口補強

L -  75 x  75 x  6

a

b

□- 100 x 100 x  6 STKR400

特記なき限り、幅止筋：D10@1000以内とする。

記　号

壁　厚

W20

200

縦　筋

横　筋

縦筋

横筋

―斜筋

開口

補強

断　面

2 - D13

2 - D13

D13 @200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D13 @200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

備　考

端部補強筋

隅角部補強筋

2 - D13

4 - D13

柱脚リスト　1/20 特記）１，B.PLは、大臣認定品とする

符　号

部　材

ハイベースNEO

柱脚断面

部　材

符　号 Ｐ１５０ Ｐ１２５

□-150x150x6.0 (STKR400) □-125x125x6.0 (STKR400)

　　　３，アンカーボルトは、フック付とする。

　　　４，A.BOLTは、ワッシャー付二重ナット締めとする。

特記）１，材質は、SS400 とする。　　２，L は、定着長さを示す。

A.BOLT

B.PL

1
7
5

1
2
5

8
7
.
5

8
7
.
5

265

125 70

2
5

70

195 35

2
5

35

形　状

70 70

2
5

35 35

2
5

1
5
0

2
0
0

150

290

220

1
0
0

1
0
0

B.PL-12x265x175 (SS400)

2-M16(SS400),L=400

B.PL-12x290x200 (SS400)

2-M16(SS400),L=400

柱脚リスト　1/15

Ｐ１００

□-100x100x6.0 (STKR400)

2-M16(SS400),L=400

7
5

7
5

7070

1
5
0

240

170

100

1
0
0

3535

2
5

2
5

B.PL-12x240x150 (SS400)

H-175x175x7.5x11 (SS400)

1
7
51
1
5

1
1
5

230

115 115

2
3
0

2
8

2
8

130 5050

2-M16(SS400),L=400

B.PL-12x230x230 (SS400)

ＥＰ１７

2
5

2
5

50 50100

1
0
0

1
0
0 1
5
0

2
0
0

100 100

200

ＥＰ１５

H-150x150x7x10 (SS400)

2-M16(SS400),L=400

B.PL-12x200x200 (SS400)

2
5

2
58
7
.
5
8
7
.
5

1
7
5

1
2
5

95

87.5 87.5

175

4040

ＥＰ１２

H-125x125x6.5x9 (SS400)

2-M16(SS400),L=400

B.PL-12x175x175 (SS400)

アンカーボルト定着長さ

B.PL下端

無収縮モルタル

L

5
0

A.BOLT

B.PL

頭部補強筋

フープ

主　筋

ＢｘＤ

柱型断面

▽設計GL

△FG梁天

2
0
0

C35

□-350x350x12(BCR295)

EB350-8-30

3
6

▽鉄骨取り付け面

460

290

550

4
6
0

2
9
0

5
5
0

8-M30(大臣認定材)

B.PL-36x550x550

2-□-D13

750 x 750

16-D22(SD345) 四隅フック付

□-D13@150(SD295)

8
0
0
以

上
9
0
以

上

1
0
6

6
0
0

(
定

着
長

)

9
4

8
0
0

5
0

C40

□-400x400x22(BCR295)

GB400-8-42

310

530

640

3
1
0

5
3
0

6
4
0

4
2

7
0

8-M42(大臣認定材)

B.PL-42x640x640

2-□-D13

840 x 840

□-D13@100(SD295)

20-D25(SD345) 四隅フック付

1
1
0
0
以

上

1
3
7

8
4
0

(
定

着
長

)

1
0
8
0

1
0
3

9
0
以

上
5
0

スラブリスト ※土に接するすスラブ下は、捨てコン t=50、敷き砂利 t=150

下端筋

上端筋

上端筋

版　厚 位　置

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

符　号 備　考短辺方向 長辺方向

下端筋

上端筋
  

S18 180
D10,D13@200

  フラット型デッキスラブ

  t=1.0(JF75)

CS15
    D10@200

    D10@200

    D10@200

180S18A

下端筋

150

180

150
D10,D13@200

    D10@200

    D10@200

    D10@200

    D13@200

D10,D13@200     D10@200

D10,D13@200

    D10@200     D10@200

    D10@200

D10,D13@200

D10,D13@200

    D10@200     D10@200

    D10@200

DS1

CS18

スタッドボルト

フランジ幅(B)

 B ＜ 200

G

－

200 ≦ B ≦ 300 100

大 梁

φ19-@200 

φ19-@200 

小 梁

φ16-@300 

φ16-@300 

フランジ幅(B) G 大 梁 小 梁

200 ≦ B ≦ 300 100 φ16-@300 φ19-@150 

 　鉄骨梁フランジ面に頭付スタッドを溶接する。但し、フランジ継手添板上には不要。

※ 頭付スタッドは、下記の通りとする（大梁、小梁共）コンクリートスラブの取り付く

80
 (

 D
S1

 ) 100

BB

100mm

※ボルト芯からスラブ先端まで

　コンクリートを打設すること

共通事項

＜一般部＞ ＜端部＞ ＜隅部＞

補強筋 D10@200

10
0

40d

補強筋 2-D13

40d 40d
1,0001,000

補強筋 2-D13

2.柱廻りの補強1.大梁上の補強

3.外周スラブ配筋図

600（定着長）30

D10@200

30 600（定着長）

D10@200
D13@200
2-D13

PL-3.2

D10@200

200

D13@200
2-D13

PL-3.2

D10@300

L-65x65x6@600以下

L≦600 L≦600

L-65x65x6@600以下

  

 

250FS25
上端筋

下端筋

    D13@200

    D13@200     D13@200

    D13@200
ＥＶピット

下端筋     D10@200     D10@200
土間

上端筋     D10@200     D10@200
150 配管ピット

下端筋

上端筋 D10,D13@200

    D10@200
S20

D10,D13@200

    D10@200
接続コア棟

※ 2階_G588(1Y2-1Y3/1X1-1X5間)

200

全断面

2 - D13

2 - D13

   - D10 @200

6 - D10

200

1
2
0
0

WB2

200

8
5
0

2 - D10



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 鉄骨継手リスト(1/2)(剛接合)

符　号
タ
イ
プ 径 4xmxn 内面添板(txbxL)

タ
イ
プ

梁 用 ウ ェ ブ 継 手

H.T.B.

径 2xmxn ピッチ
添板(txbxL)

H.T.B. ゲージ

g1 g2

梁 用 フ ラ ン ジ 継 手
部　材

タ
イ
プ 径 4xmxn

外面添板(txbxL)

内面添板(txbxL)

タ
イ
プ

梁 用 ウ ェ ブ 継 手

H.T.B.
添板(txbxL)

ピッチ2xmxn径

H.T.B. ゲージ

g1 g2

梁 用 フ ラ ン ジ 継 手
符　号 部　材

Ｆ ２ タ イ プ Ｗ ２ タ イ プ

Ｆ ３ タ イ プ

Ｆ １ タ イ プ Ｗ １ タ イ プ

SN490B(SM490B)

適用範囲

　　 基準を示す。

　・ 本図は、鉄骨構造及び鉄骨鉄筋コンクリート構造の鉄骨についての

　・ 構造設計図に示す事項の他は、本基準による。

　・ 使用材料の範囲　鉄骨：SN400A,SN400B(SS400),SN490B(SM490)

　　　　　　　　　　 高力ボルト：S10T 又は F10T

　　 SN400(SS400)の材質でジョイントを決定する。

　・ 添板の材質は、全て主材と同じとする。

　　 フィラプレートを挿入する。

　・ SCSS-H97 に準ずる。

SN400B(SS400B)
共　通　事　項

　・ SN400(SS400)とSN490(SM490)で接合する場合、

　・ ２枚の板をはさんで接合される場合、板厚の差が 1mm をこえる場合は、

100

125

150

175

200

250

300

350

400

 56

 75

 90

105

120

150

150

140

140

M16

M20

M22

60

60(45)

60(45)

40

40

40

フランジ幅 g1

ゲージ(g1)

ボルト径 ピッチ はしあき

フランジボルトのピッチ，はしあき

※ ピッチの( )内は、チドリの場合とする

Ｗ ４ タ イ プ

Ｗ ３ タ イ プ

外面添板(txbxL)

F1 M16  56 ―

F1 M16  56 ―

F1 M16  90 ―

F1 M16  75 ―

4x 2x2

4x 2x2

4x 2x2

4x 3x2

H-148 x100 x  6 x 9

H-200 x100 x5.5 x 8

H-194 x150 x  6 x 9

H-250 x125 x  6 x 9

W2 M16

M16  60

M16  60

W2 M16 2x 2x2  90 2PL- 6x170x290

2x 1x2 2PL- 6x 80x290

W1 2x 2x1 2PL- 6x140x170

W1 2x 2x1 2PL- 6x140x230

―
―

―

―

2PL-16x100x290

2PL-16x100x290

2PL- 9x150x290

4PL- 9x 60x290

2PL-12x125x410

F1 M20 4x 2x2 105 ―

F1 M20 4x 2x2  90 ―

F1 M20 4x 3x2 120 ―

F1 M20 4x 2x2 105 ―

F1 M20 4x 4x2 150 ―

F1 M20 4x 3x2 120 ―

F2 M20 4x 4x2 150 40

F1 M20 4x 3x2 120 ―

F2 M20 4x 4x2 150 40

F1 M20 4x 3x2 120 ―

H-244 x175 x  7 x11

H-300 x150 x6.5 x 9

H-294 x200 x  8 x12

H-340 x250 x  9 x14

H-400 x200 x  8 x13

H-390 x300 x 10 x16

H-450 x200 x  9 x14

H-500 x200 x 10 x16

H-440 x300 x 11 x18

F1 M20 4x 3x2 120 ―H-600 x200 x 11 x17

H-350 x175 x  7 x11

2PL- 9x175x290

4PL- 9x 70x290

2PL- 9x150x290

4PL- 9x 60x290

2PL- 9x200x410

4PL- 9x 80x410

2PL- 9x175x290

4PL- 9x 70x290

2PL-12x250x530

4PL-12x100x530

2PL- 9x200x410

4PL- 9x 80x410

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x200x410

4PL-12x 80x410

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x200x410

4PL-12x 80x410

2PL-12x200x410

4PL-12x 80x410

W1 M20 2x 2x1  60 2PL- 9x140x170

W1 M20 2x 2x1 120 2PL- 6x200x170

W1 M20 2x 3x1  60 2PL- 9x200x170

W1 M20 2x 3x1  90 2PL- 6x260x170

W2 M20 2x 3x2  60 2PL- 9x200x290

W1 M20 2x 4x1  60 2PL- 9x260x170

W1 M20 2x 4x1  60 2PL- 9x260x170

W1 M20 2x 5x1  60 2PL- 9x320x170

W1 M20 2x 5x1  60 2PL- 9x320x170

W1 M20 2x 5x1  60 2PL- 9x320x170

W2 M20 2x 4x2 120 2PL- 9x440x290

4x 4x2

F2 M22 4x 4x2 150 40

F2 M22 4x 5x2 150 40

F2 M22 4x 5x2 150 40

F2 M22 4x 6x2 150 40

H-700 x300 x 13 x24

H-800 x300 x 14 x26

H-900 x300 x 16 x28

F2 M22 4x 4x2 150 40H-488 x300 x 11 x18

H-588 x300 x 12 x20

F2 150 40H-440 x300 x 11 x18

F2 150 40H-390 x300 x 10 x16

M22

M22 4x 3x2

2PL-12x300x440

4PL-16x110x440

2PL-19x300x530

4PL-19x110x530

2PL-19x300x530

4PL-19x110x530

2PL-19x300x620

4PL-22x110x620

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x300x350

4PL-12x110x350

W1 M22 2x 7x1  60 2PL- 9x440x170

W1 M22 2x 9x1  60 2PL- 9x560x170

W1 M22 2x10x1  60 2PL-12x620x170

W1 M22 2x12x1  60 2PL-12x740x170

W1 M22 2x 5x1  60 2PL-12x320x170

W1 2x 5x1  60 2PL- 9x320x170

W1

M22

2x 3x1M22  90 2PL- 9x260x170

F2 M22 4x 5x2 150 40

F2 M22 4x 7x2 150 40

F2 M22 4x 7x2 150 40

F2 M22 4x 8x2 150 40

H-588 x300 x 12 x20

H-700 x300 x 13 x24

H-800 x300 x 14 x26

H-900 x300 x 16 x28

F2 M22 4x 5x2 150 40H-488 x300 x 11 x18

F2 150 40H-440 x300 x 11 x18

F2 150 40H-390 x300 x 10 x16

M22

M22 4x 4x2

4x 5x2

2PL-12x300x530

4PL-16x110x530

2PL-19x300x710

4PL-19x110x710

2PL-19x300x710

4PL-19x110x710

2PL-19x300x800

4PL-22x110x800

2PL-12x300x530

4PL-12x110x530

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x300x530

4PL-12x110x530

W2 M22 2x 5x2  90 2PL- 9x440x290

W2 M22 2x 6x2  90 2PL-12x530x290

W2 M22 2x 7x2  90 2PL-12x620x290

W2 M22 2x10x2  60 2PL-16x620x290

W1 M22 2x 6x1  60 2PL- 9x380x170

W1 2x 5x1  60M22

M22  902x 3x2W2 2PL- 9x260x290

2PL- 9x320x170

F1 M20 4x 2x2 105 ―

F1 M20 4x 2x2  90 ―

F1 M20 4x 3x2 120 ―

F1 M20 4x 2x2 105 ―

F1 M20 4x 5x2 150 ―

F1 M20 4x 3x2 120 ―

F2 M20 4x 5x2 150 40

F1 M20 4x 4x2 120 ―

F2 M20 4x 6x2 150 40

F1 M20 4x 4x2 120 ―

H-244 x175 x  7 x11

H-300 x150 x6.5 x 9

H-294 x200 x  8 x12

H-350 x175 x  7 x11

H-340 x250 x  9 x14

H-400 x200 x  8 x13

H-390 x300 x 10 x16

H-450 x200 x  9 x14

H-500 x200 x 10 x16

H-440 x300 x 11 x18

F1 M20 4x 4x2 120 ―H-600 x200 x 11 x17

2PL- 9x175x290

4PL- 9x 70x290

2PL- 9x150x290

4PL- 9x 60x290

2PL- 9x200x410

4PL- 9x 80x410

2PL- 9x175x290

4PL- 9x 70x290

2PL-12x250x650

4PL-12x100x650

2PL- 9x200x410

4PL- 9x 80x410

2PL-12x300x530

4PL-12x110x530

2PL-12x200x530

4PL-12x 80x530

2PL-12x300x620

4PL-12x110x620

2PL-12x200x530

4PL-12x 80x530

2PL-12x200x530

4PL-12x 80x530

W2 2x 2x2  60 2PL- 9x140x290

W1

M20

M20 2x 3x1  60 2PL- 6x200x170

W2 M20 2x 2x2 120 2PL- 6x200x290

W1 M20 2x 3x1  90 2PL- 6x260x170

W2 M20 2x 3x2  60 2PL- 9x200x290

W2 M20 2x 3x2  90 2PL- 9x260x290

W2 M20 2x 3x2  90 2PL- 9x260x290

W2 M20 2x 3x2 120 2PL- 9x320x290

W2 M20 2x 5x2  60 2PL- 9x320x290

W1 M20 2x 6x1  60 2PL- 9x380x170

W2 M20 2x 6x2  60 2PL-12x380x290

F1 M16 4x 3x2  56 ―

F1 M16 4x 3x2  56 ―

F1 M16 4x 3x2  90 ―

F1 M16 4x 4x2  75 ―

H-148 x100 x  6 x 9

H-200 x100 x5.5 x 8

H-194 x150 x  6 x 9

H-250 x125 x  6 x 9

2PL-16x100x410

―

2PL-16x100x410

―

2PL- 9x150x410

4PL- 9x 60x410

2PL-12x125x530

―

M16 2x 1x3 2PL- 6x 80x410

W2 M16 2x 2x2  60 2PL- 6x140x290

M16 2x 2x2  60 2PL- 6x140x350

W2 M16 2x 2x2  90 2PL- 6x170x290

―W3

W4

鉄骨梁剛接継手リスト
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L - 65x 65x  6 M16  2 G2 60 PL- 9x 80

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 鉄骨継手リスト(2/2)(ピン接合)

小梁

鉄骨小梁・間柱継手リスト

F10T、S10T 間柱符　号

部　材 径 ガセットプレート Ｇ１ Ｇ１高力ボルト
小梁

間柱 数量 継手 P 厚さxL耐風梁

G2H -150x 75x  5x 7 M16  2 60 PL- 9x 80

G2H -175x 90x  5x 8 M16  2 60 PL- 9x 80

H -198x 99x4.5x 7 M16  2 G1 60 PL- 6x140

H -200x100x5.5x 8 M16  2 G1 60 PL- 6x140

G1H -248x124x  5x 8 M20  2 90 PL- 6x170

G1B25 H -250x125x  6x 9 M20  2 90 PL- 6x170

G1H -298x149x5.5x 8 M20  3 60 PL- 9x200

G1B30 H -300x150x6.5x 9 M20  3 60 PL- 9x200

細
　
幅

G1 Ｇ２ Ｇ２H -346x174x  6x 9 90 PL- 9x260M20  3

G1B35 H -350x175x  7x11 90 PL- 9x260M20  3

G1H -396x199x  7x11 60 PL- 9x260M20  4

G1H -400x200x  8x13 60 PL- 9x260B40B40 M20  4

G1H -446x199x  8x12 90 PL- 9x350M20  4

G1B45 H -450x200x  9x14 90 PL- 9x350M20  4

G1H -496x199x  9x14 60 PL-12x320M20  5

G1H -500x200x 10x16 60 PL-12x320B50 M20  5

G1H -596x199x 10x15 80 PL-12x480M20  6

G1 Ｇ２ＡH -600x200x 11x17 80 PL-12x480M20  6

H -148x100x  6x 9 M16  2 G2 60 PL- 9x 80

H -194x150x  6x 9 M16  2 G1 60 PL- 9x140

H -244x175x  7x11 M20  2 60 PL- 9x140G1

G1H -294x200x  8x12 M20  3 60 PL- 9x200

G1H -340x250x  9x14 M20  3 90 PL- 9x260

G1H -390x300x 10x16 M22  3 90 PL-12x260

G1M22  4H -440x300x 11x18 90 PL-12x350

中
　
幅

G1M22  4H -482x300x 11x15 90 PL-12x350

Ｇ３ Ｇ３G1M22  4H -488x300x 11x18 90 PL-12x350

G1M22  6H -582x300x 12x17 60 PL-16x380

M22  6 G1H -588x300x 12x20 60 PL-16x380

M22  7 G1H -692x300x 13x20 60 PL-16x440

M22  7 G1H -700x300x 13x24 60 PL-16x440

M22  9 G1H -792x300x 14x22 60 PL-16x560

M22  9 G1H -800x300x 14x26 60 PL-16x560

M22 11 G1H -900x300x 16x28 60 PL-16x740

H -100x100x  6x 8 M16  2 G2 60 PL- 9x 60

Ｇ３ＡH -125x125x6.5x 9 M16  2 G2 60 PL- 9x 80

H -150x150x  7x10 M16  2 G2 60 PL- 9x 80

広
　
幅

H -175x175x7.5x11 M16  2 G2 60 PL-12x 80

H -200x200x  8x12 M20  2 G1 60 PL- 9x140

H -250x250x  9x14 M22  2 G1 90 PL- 9x170

H -300x300x 10x15 M22 G3 90 PL-12x170 4

M16  2 G2 60 PL- 9x 80[ -100x 50x  5x 7.5

M16  2 G2 60 PL- 9x 80[ -125x 65x  6x 8

Ｇ４M16  2 G2 60 PL- 9x 80[ -150x 75x6.5x 10

L

40 40

4
0

1
0

※ R.PL

n@P

L

4010

40

※R.PL

n@P
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4
0

4
0
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10

40
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n
@
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※ R.PL
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4
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4
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1
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6
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40
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L
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4
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4
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n
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4
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1
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4
0
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4
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4
0

40
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40
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n
@
P

※ R.PL

※(   )内寸法はP150仕様とする

※ 高力ボルトは、F10T 又は S10Tとし、溶融亜鉛めっき処理を行う場合は、F8Tとする。

B440
G440

G588

G488

A1：NON
A3：NON

溝
　
型
　
鋼

L - 75x 75x  6 M16  2 G2 60 PL- 9x 80b

山
　
型
　
鋼

B35A H -350x175x  7x11 PL- 9x260M20 2x3 G3 90

G3H -400x200x  8x13B40A M20 2x3 90 PL- 9x260

B45A G1H -450x200x  9x14 90 PL- 9x350 4M22

特
　
記
　
継
　
手
　
仕
　
様

M16  2 G2 60 PL- 9x 80L - 75x 75x  9

EB15T

EB12T EP12

EP15

EP17

S　－　29

PL- 9x 80

M16  2 G4  60 PL- 9x 80

P150 M16  2 G4  60

M16  2 G4  60 PL- 9x 80P100

P125

a □-100x100x  6

□-125x125x  6

□-150x150x  6

H1 M16  2 G4  60 PL- 9x 80□-100x100x3.2

140

40 60 40

1
0

L 4
0

4
0

PL-6 加工

(190)

(110)

(PL-9 加工)

　同等以上の板厚とする。

　ガセットプレートの板厚と

※リブプレートの板厚は、

備 考

※ １，材質は、SS400 とする
ブレース継手リスト

 　２，H.T.Bは、S10T 又は F10T とする(めっきの場合は、F8Tとする)

 　３，JIS規格品とする （保有耐力接合）

H.T.B G.PL 必要溶接長( ) ピッチ はしあき
符号 主　材

本数-径 t x b Ａ Ｂ Ｃ Ｄ P e

M12(T,B付） 1-M12 6 x 60 60 42 54 40 － 35

M16(T,B付） 1-M16 9 x 70 80 56 72 55 － 45

M20(T,B付） 1-M20 9 x 80 97 65 81 75 － 50

M22(T,B付） 1-M22 12 x 80 100 70 90 85 － 55

M24(T,B付） 2-M20 12 x 90 112 76 96 85 50 50

M27(T,B付） 2-M20 12 x 90 145 93 113 90 50 50

M30(T,B付） 2-M22 12 x100 177 109 129 95 55 55

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 = 1+ 2

1

22S以上

2S
以
上

B100

V1



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 雑詳細図 S　－　31

雑詳細図
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L2

L3

G488
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D10,D13@2002-D13

梁天端
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片持ちスラブ　配筋詳細図    1/20
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パラペット詳細図    1/20
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・設計基準強度 21N/mm2

室外機基礎　W×D×H

1300×870×200(2ヶ所)

4300×1120×200

4050×1120×200

3000×1120×200

1800×1120×200

室外機⑤

室外機④

室外機③

室外機②

室外機①

・スランプ 15㎝

・普通ポルトランドセメント

■コンクリート仕様
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端部：2-D13D10＠200ダブル端部：2-D13
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断面図
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室外機基礎    1/20

D10＠200ダブル

鉄骨階段 部分詳細図    1/20,1/30
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B.PL-16x350x150(SS400)

ササラ桁 脚部詳細図 

-断面詳細図 1/20

A.BOLT 2-M16(SS400)

(L=400、ダブルナット付き)
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-断面詳細図Ａ 1/30

※ A階段 2階庇取付き部分詳細図
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-断面詳細図Ａ 1/30
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G45継手位置

V1:1-M16(T.B付き)
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G45

Rib.PL-9

※CB100とG45の取付きは

　G45下端に合わせて1/4勾配で

　ハンチを設ける

※ B階段 PH階庇取付き部分詳細図



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 S　－　32梁貫通孔補強リスト
A1：NON
A3：NON

梁符号 備 考数 量スリーブ径

100φ

150φ

175φ

200φ

FG12

FG13

150φ

150φ

2箇所

2箇所

2箇所

4箇所

3箇所

3箇所

FG1

梁貫通孔補強・孔径・数量一覧表


